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災害復興５周年記念フォーラム開催報告
思い起こす、忘れない、16年台風災害
市議会９月定例会 etc

周桑病院の経営改革

災害復興５周年記念フォーラム開催報告
思い起こす、忘れない、16年台風災害
市議会９月定例会 etc

周桑病院の経営改革



　尊い５名の命を奪った台風災害から５年目を迎え、あの災害を思い起こし、今後の
地域防災力の向上へつなげていくため、「16年災害を風化させないために」と題して
９月29日に総合文化会館で記念フォーラムを開催しました。
　フォーラムでの基調講演、発表、パネルディスカッションの概要をお伝えします。

●
自
然
災
害
か
ら
人
間
は
逃
げ
ら
れ
る
か

　

平
成
16
年
12
月
発
生
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
津
波
災
害
で
は
、
25
万
人
の
市
民
の
う
ち

７
万
人
が
亡
く
な
り
、
約
９
割
の
建
物
が
流

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
津
波
は
高
さ
約
12
㍍
に

及
び
、
海
岸
線
か
ら
内
陸
に
約
３
～
５
㌔
の

距
離
ま
で
達
し
た
た
め
、
人
々
は
逃
げ
る
余

地
が
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
50
～
60
代
を
ピ
ー

ク
に
高
齢
の
方
が
多
く
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
自
宅
で
の
圧
死
で
、

老
朽
化
し
た
建
物
に
暮
ら
し
、
１
階
が
寝
室

で
あ
っ
た
人
で
す
。

　

西
条
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
南
海
地
震

が
午
前
２
時
に
発
生
し
た
場
合
、
市
全
体
で

全
壊
家
屋
約
１
万
棟
、
死
者
約
４
百
人
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
で
の
地
震
脆
弱
性
調
査
で
は
次
の

結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。（
中
心
市
街
地

３
６
４
世
帯
対
象
。
２
３
２
世
帯
回
答
）

○
旧
耐
震
木
造
に
住
む
世
帯
‥
‥
‥
約
39
％

○
避
難
困
難
者
の
い
る
世
帯
‥
‥
‥
約
23
％

○
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
‥
‥
‥
‥
約
34
％

○
旧
耐
震
木
造
に
住
み
、
避
難
困
難
者
が
い

る
世
帯
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
約
10
％

　

行
政
が
把
握
す
る
災
害
時
要
援
護
者
の
デ

ー
タ
と
、
こ
の
調
査
で
「
自
分
で
避
難
は
で

き
な
い
と
思
う
」
と
回
答
し
た
人
の
デ
ー
タ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。
行

政
は
所
有
す
る
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

困
難
者
の
実
態
を
と
ら
え
て
い
な
い
と
、
実

際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
想
定
以
上

の
被
害
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
き
残
る
た
め
の
避
難
は
早
期
・
事
前
避

難
が
唯
一
の
手
立
て
と
な
り
、
そ
の
判
断
を

す
る
の
は
自
分
自
身
で
す
が
、
い
つ
決
断
す

る
か
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
す
。

　

で
は
、
自
然
災
害
が
発
生
す
る
前
に
で
き

る
こ
と
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
予
防
防
災
」

で
あ
り
、
自
分
の
家
を
安
全
に
し
、
わ
が
身

を
守
る
場
所
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
強
固
で
安
全
な

建
物
に
事
前
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

●
12
歳
教
育
と
防
災
教
育

　

子
ど
も
た
ち
は
次
世
代
の
防
災
の
主
役
に

な
る
存
在
で
す
。
地
域
や
家
庭
で
自
分
の
役

割
を
認
識
し
、
自
分
が
活
躍
で
き
る
人
間
に

な
ろ
う
と
す
る
意
志
を
育
て
る
こ
と
は
、
防

災
の
役
割
の
本
質
的
な
こ
と
で
す
。

　

実
践
的
な
防
災
力
と
は
、
社
会
性
、
判
断

力
、
思
考
力
、
防
災
に
つ
い
て
の
意
志
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。

●
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担

　

住
民
が
自
助
で
行
え
る
防
災
は
「
予
防
避

難
」
で
あ
り
、
自
治
会
、
自
主
防
災
会
な
ど

住
民
組
織
の
協
力
で
行
う
こ
と
で
す
。

　

避
難
困
難
者
の
安
全
確
保
に
は
、
訓
練
を

積
ん
だ
消
防
団
な
ど
の
共
助
が
不
可
欠
で
、

自
助
や
共
助
で
救
え
な
い
避
難
困
難
者
の
生

命
確
保
は
公
助
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
災
害
時
の
行
動
シ
ナ

リ
オ
の
作
成
、
安
全
確
認
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
避
難
困
難
者
の
救
出
方
法
な
ど
を

協
力
し
て
作
る
こ
と
で
、
危
険
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

避
難
困
難
者
を
中
心
に
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
役
割
を
互
い
に
行
え
る
こ
と
が
、
地

域
力
・
防
災
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
山
と
ま
ち
の
減
災
対
策

　

減
災
対
策
は
人
工
林
の
間
伐
と
利
活
用
を

行
い
、
水
源
涵
養
林
を
維
持
す
る
こ
と
と
、

ま
ち
の
手
入
れ
と
し
て
、
地
域
木
材
を
継
続

的
に
多
用
し
、
耐
災
性
を
持
っ
た
木
製
都
市

へ
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

　

明
治
期
の
政
治
家
・
田
中
正
造
は
「
真
の

文
明
は
山
を
荒
ら
さ
ず
、
川
を
荒
ら
さ
ず
、

村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ
ざ
る
べ
し
」
と
述

べ
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
は
「
自
然

の
力
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
林
は
水

を
蓄
え
、
川
は
水
を
運
ん
で
豊
か
な
土
壌
を

約
束
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
人
間
は
自
然
の

営
み
に
対
し
て
優
し
く
謙
虚
で
あ
る
べ
き
」

と
あ
り
ま
す
。

　

西
条
ほ
ど
水
と
食
べ
物
に
恵
ま
れ
た
所
は

な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

自
然
の
営
み
に
対
し
て
優
し
く
謙
虚
で
あ
る

こ
と
を
、
ず
っ
と
本
気
に
な
っ
て
続
け
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂

　
　
　
　
　

教
授
　

小
林
正
美
氏
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12
歳
教
育
は
防
災
を
切
り
口
に
広
く
社
会

に
目
を
向
け
、
体
験
活
動
を
通
し
て
防
災
の

知
識
・
技
能
、
よ
り
確
か
な
社
会
性
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
全
小
学
校

６
年
生
を
対
象
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
歳
教
育
で
の
取
り
組
み
を
通
し
て
越
智

さ
ん
は
「
災
害
に
備
え
る
意
識
が
あ
る
か
な

い
か
で
、
被
害
の
程
度
が
大
き
く
変
わ
る
」

こ
と
を
知
り
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
「
災
害

か
ら
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
」
で
あ
る

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
「
教
え
て
も

ら
わ
な
い
と
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
危
険
が

あ
る
」
こ
と
を
学
び
、
学
習
し
た
こ
と
を
身

近
な
人
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

12
歳
教
育
で
学
ん
だ
感
想
と
し
て
越
智
さ

ん
は
「
防
災
は
人
と
人
と
の
交
流
や
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
」
と
し
、
さ
さ

い
な
「
あ
い
さ
つ
」
で
で
き
た
交
流
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
、
日
頃
か
ら
「
あ
い
さ
つ
」
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
教
諭
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て

教
諭
も
児
童
も
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
パ
ネ
リ
ス
ト

・
大
保
木
連
合
自
治
会
長　
　

神
野
顕
彰
氏

・
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
「
星
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
長　

菅
野
仁
美
氏

・
西
条
市
連
合
自
治
会
長　
　

塩
﨑
武
司
氏

・
大
町
公
民
館
長
・
防
災
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
善
重
郎
氏

・
西
条
市
市
民
安
全
担
当
参
与　

國
田
卓
二

●
16
年
災
害
当
時
の
状
況
・
感
想
な
ど

　

神
野　

山
で
亡
く
な
ら
れ
た
２
名
は
災
害

弱
者
で
は
な
く
、
家
族
を
助
け
よ
う
と
し
て

土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
人
生
の
分
か
れ

道
と
い
う
か
無
常
を
痛
感
し
、
こ
の
こ
と
を

教
訓
と
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

菅
野　

施
設
は
土
石
流
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
が
、
全
国
か
ら
延
べ
２
千
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
、
約
５
カ
月
半
で

復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

塩
﨑　

災
害
後
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
、
自
治
会
活
動
を
通
じ
て
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
行
政
と
協
力
し

て
実
践
防
災
計
画
の
説
明
会
も
回
を
重
ね
、

平
成
17
年
に
約
22
％
だ
っ
た
組
織
率
が
現
在

で
は
約
70
％
に
な
っ
た
。
１
０
０
％
の
達
成

を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
た
い
。

　

村
上　

災
害
時
に
は
公
民
館
へ
の
避
難
者

の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
が
、
大
災
害
の
経
験

も
な
く
、
情
報
・
物
品
も
来
な
い
た
め
悪
戦

苦
闘
し
た
。
こ
の
時
感
じ
た
こ
と
は
、
避
難

す
る
側
は
避
難
時
の
状
況
・
タ
イ
ミ
ン
グ
の

方
法
を
ご
近
所
と
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
行
政
側
は
地
域
の
状
況
を
把
握
し
、

使
命
感
・
責
任
感
の
あ
る
職
員
に
よ
る
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
私
は
防
災

士
の
資
格
を
取
得
し
た
。
こ
の
資
格
を
地
域

に
役
立
て
る
た
め
、
仲
間
と
共
に
「
大
町
防

災
士
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
①
計
画
性
の
あ

る
防
災
訓
練
の
実
施
②
地
域
の
情
報
収
集
・

伝
達
方
法
の
確
立
③
防
災
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

國
田　

災
害
時
は
現
地
の
状
況
把
握
が
困

難
を
極
め
た
こ
と
、
現
地
で
災
害
の
猛
威
を

痛
感
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
市
で
は

市
民
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
連
合
自
治
会
、

建
設
業
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を

得
て
、
総
力
を
挙
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組

み
、
約
２
年
で
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
避
難
困
難
者
に
で
き
る
こ
と

　

菅
野　

災
害
当
時
、
大
雨
に
対
す
る
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
施
設
の
職

員
と
利
用
者
は
知
恵
と
工
夫
、
命
に
対
す
る

感
性
で
濁
流
の
中
を
避
難
し
た
。
そ
の
教
訓

を
受
け
、
事
前
に
避
難
で
き
る
場
所
や
避
難

用
具
な
ど
を
確
保
し
、
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
毎
年
、
職
員
と
話
し
合
っ
て
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
て
い
る
。

　

神
野　

従
来
か
ら
山
間
部
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
で
き
た
地
域
だ
が
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
消
防
な
ど
の
マ
ン

パ
ワ
ー
（
人
の
力
）
を
借
り
な
い
と
避
難
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
自
ら
避
難
困
難
者
で
あ

る
と
名
乗
り
出
な
い
慣
習
が
あ
る
が
、
命
を

守
る
た
め
、
素
直
に
名
乗
り
出
れ
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

塩
﨑　

自
主
防
災
組
織
の
本
質
は
家
族
で

あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
て
地
域
の
防
災
組
織
が

成
り
立
つ
。
家
庭
か
ら
自
治
会
へ
と
つ
な
が

れ
ば
、
真
の
自
主
防
災
組
織
率
１
０
０
％
が

達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
西
条
東
中
学
校
１
年
　

越
智
大
生
さ
ん

・
飯
岡
小
学
校
教
諭
　
　

宮
崎
雅
延
先
生

災害復興５周年記念フォーラム　開催報告
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９
月
定
例
会
は
１
日
～
18
日
の

18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
に

つ
い
て
、
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
条
例

改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

西
条
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

市
立
周
桑
病
院
の
管
理
を
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管

理
、
指
定
管
理
者
の
業
務
、
利
用

料
金
制
の
導
入
に
つ
い
て
規
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
５
・
６
回
）

○
補
正
額　

７
億
６
７
１
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

３
９
９
億
５
６
１
４
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
子
育
て
支
援
】

○
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事

業　
　
　

１
億
１
３
５
５
万
円

○
㈶
鉄
道
弘
済
会
西
条
保
育
所
建

設
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
０
万
円

【
地
域
医
療
対
策
】

○
医
療
法
人
設
立
出
資
金

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

○
産
科
医
等
確
保
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
７
万
円

○
救
急
勤
務
医
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
３
万
円

【
保
健
の
充
実
】

○
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業　
　
　
　
　

１
７
３
２
万
円

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
】

○
（
仮
称
）
西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

２
７
５
万
円

○
氷
見
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
５
９
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
丹
原
地
区
市
街
地
基
盤
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

○
小
松
地
区
市
街
地
基
盤
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

【
公
民
館
の
建
設
】

○
大
町
公
民
館
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
８
２
９
万
円

【
雇
用
対
策
】

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
９
３
１
万
円

【
地
域
産
業
の
振
興
】

○
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
社
会
シ

ス
テ
ム
実
証
実
験
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
６
万
円

○
次
世
代
も
の
づ
く
り
都
市
構
築

事
業　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

○
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

交
付
金
事
業

　
　
　
　
　

２
億
５
０
６
０
万
円

○
担
い
手
経
営
基
盤
強
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
０
万
円

【
環
境
保
全
対
策
】

○
（
仮
称
）
東
部
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
０
２
１
万
円

【
歴
史
文
化
の
保
全
】

○
飯
岡
北
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
５
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

４
３
５
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
２
５
億
４
７
６
９
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

３
６
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
８
８
９
１
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

１
億
５
１
８
９
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

88
億
２
５
３
０
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

２
３
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
７
１
２
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

８
９
０
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

49
億
４
７
４
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　
　

３
２
１
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
８
１
９
８
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

53
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
５
９
８
７
万
円

　県内の農林水産業の
振興に貢献した団体や
個人を表彰する愛媛農
林水産賞で、ＪＡ西条
春の七草部会が優秀賞
を受賞しました。
　ＪＡ西条春の七草部会は昭和60年に設立され、毎年15戸の農家
が約９万パックの春の七草を生産しています。春の七草は水の都
西条を象徴する代表的な作物として定着しており、県の「愛ある
ブランド産品」にも認定されています。こうした長年にわたる生
産活動、地域雇用の創出や伝統文化の継承、また、食農教育にも
貢献している点などが評価され、今回の栄誉に輝かれました。

ＪＡ西条 春の七草部会
愛媛農林水産賞優秀賞を受賞
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市
立
周
桑
病
院
は
地
域
医
療
の
拠

点
病
院
と
し
て
、
重
要
な
役
割
と
使

命
を
担
っ
て
お
り
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
16
年
度
の
新
臨
床

研
修
医
制
度
の
開
始
に
よ
っ
て
全
国

的
な
医
師
不
足
問
題
が
発
生
し
、
当

院
に
お
い
て
も
深
刻
な
医
師
不
足
に

よ
る
診
療
体
制
の
縮
小
、
患
者
の
大

幅
な
減
少
か
ら
、
収
益
は
減
少
し
、

経
営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な

り
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

医
療
へ
の
安
心
を
確
保
し
、
病
院
を

存
続
さ
せ
る
方
策
と
し
て
種
々
検
討

の
結
果
、
「
行
政
が
出
資
し
て
医
療

法
人
を
立
ち
上
げ
、
医
師
を
理
事
長

と
し
、
運
営
を
委
託
す
る
（
指
定
管

理
者
と
す
る
）
こ
と
が
、
実
現
性
、

安
全
性
、
信
頼
性
の
あ
る
解
決
策
で

あ
る
」
と
の
西
条
市
医
療
基
本
構
想

策
定
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
今

後
と
も
、
地
域
医
療
を
守
り
、
そ
の

拠
点
病
院
で
あ
る
周
桑
病
院
を
存
続

さ
せ
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
方
針
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
り
、
病
院
存
続
に
向
け
た

周
桑
病
院
の
経
営
改
革

　今までどおり医療費は、国の定める診療報酬の算定方法
および市の規定に従うこととなります。指定管理者制度が
導入されたからといって、高くなることはありません。

　現在の診療科目を継続します。今後とも医師確保に努め
診療体制の充実をめざします。

　診療科目に変更はありますか？

　病院は医師不足による経営難が続いており、市の財政を
圧迫してまいりました。その改革として、医師を中心とす
る第３セクター方式で設立される医療法人に運営を委ねる
ものです。

　西条市立周桑病院として存続します。
　市域の拠点病院であり、地域医療を守るために指定管理
者制度を導入し、存続させます。

市立病院でなくなるのですか？

　なぜ、指定管理者制度を導入す
るのですか？

　救急医療は今までどおり維持します。　救急医療はどうなりますか？

　医療費が高くなりませんか？

指定管理者制度を導入した場合、診療体制等はどうなるのか、Ｑ＆Ａ（質疑・応答）方式でご説明します。

問合せ　周桑病院内　西条市地域医療対策室　℡0898－64－2630（代表）
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は、丹原総合支所から「 松山道(桜三里) 」につ
いて紹介します。

丹原総合支所　　〒791－0592　丹原町池田1733番地 1
　　　　　　　　℡0898－68－7300　　℻0898－68－4769

先
人
の
苦
労
を
し
の
ん
で…　
　
　
　
　

　

松
　

山
　

道
（
桜 

三 

里
）

▲国道11号桜三里、湯谷口付近（上方奥は松山自動車道）

　

西
条
市
丹
原
町
湯
谷
口
と
東
温

市
則
之
内
を
結
ぶ
国
道
11
号
桜
三

里
は
、
春
は
満
開
の
桜
の
色
に
染

ま
り
、
秋
に
は
紅
葉
に
山
が
燃
え

る
、
大
変
美
し
い
街
道
で
す
。
今

月
は
こ
の
松
山
道
（
桜
三
里
）
の

歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
３
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
丹

原
町
誌
に
は
、
松
山
と
道
前
を
結

ぶ
松
山
道
が
非
常
に
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
寛
文
年
間
（
１
６
６
１
～

７
２
年
）
以
前
の
旧
松
山
道
は
、

上
落
合
・
桜
三
里
復
興
碑
の
所
か

ら
中
山
川
を
渡
り
、
経き

ょ
う
な
る

ヶ
成
を
経

て
中
山
川
左
岸
に
出
て
、
劈へ

き
が
ん
と
う

巌
透

水す
い

碑
を
通
り
、
来
見
へ
と
至
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
傾
斜
地
に
作
ら
れ
た

細
く
危
険
な
道
で
あ
っ
た
た
め
、

後
に
上
落
合
・
笹
ヶ
峠
・
宝ほ

ヶけ

口ぐ
ち

を
通
る
ル
ー
ト
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
貞
享
４
（
１
６
８

７
）
年
に
は
、
周
布
郡
代
官
矢
野

五
郎
右
衛
門
源
太
に
よ
っ
て
桜
や

松
の
木
な
ど
８
２
４
０
本
が
植
え

ら
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
街
道
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
我
が
国
は

富
国
強
兵
を
唱
え
、
香
川
県
善
通

寺
に
一
個
師
団
を
増
設
し
、
初
代

師
団
長
に
は
乃
木
希
典
将
軍
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
、

乃
木
将
軍
が
松
山
連
隊
を
検
閲
す

る
た
め
、
笹
ヶ
峠
か
ら
千
原
・
松

山
方
面
へ
進
ん
だ
時
、
松
山
道
に

つ
い
て
「
道
路
は
す
こ
ぶ
る
不
完

全
に
し
て
野
砲
の
通
過
し
得
ざ
る

物
、
か
つ
橋
梁
不
備
の
所
往
々
あ

り
…
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
内
務
省
は
突
貫

工
事
で
国
道
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
笹
ヶ
峠
を
避
け
て
中
山

川
右
岸
を
た
ど
り
、
湯
谷
口
か
ら

落
合
へ
、
そ
し
て
千
原
を
経
て
、

土
谷
・
桧ひ

わ
だ皮

峠
を
越
す
道
程
と

し
、
所
要
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。

　

大
正
３
年
と
８
年
に
は
、
御
大

典
記
念
と
し
て
鞍
瀬
青
年
団
に
よ

っ
て
桜
三
里
に
桜
が
植
樹
さ
れ
、

そ
の
後
の
国
道
11
号
改
修
時
に
も

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
60
年
に
は
建
設
省

松
山
工
事
事
務
所
の
開
設
40
周
年

を
記
念
し
て
、
鞍
瀬
小
学
校
（
平

成
13
年
閉
校
）
と
川
内
町
の
東
谷

小
学
校
の
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

に
よ
り
、
山
桜
・
枝
垂
れ
桜
・
染

井
吉
野
桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
有
志
の
尽
力
も
あ

り
、
今
に
至
る
桜
の
街
道
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
す
。

　

通
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た

か
つ
て
の
松
山
道
は
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
人
馬
や
駕か

ご篭
が
通
る

道
幅
と
な
り
、
明
治
中
期
こ
ろ
か

ら
は
人
力
車
や
客
馬
車
が
通
れ
る

よ
う
改
修
さ
れ
、
昭
和
初
年
こ

ろ
に
は
松
山
行
き
の
乗
合
自
動
車

（
バ
ス
）
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
現
在
の
道
へ
と
姿
を

変
え
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
の
苦
労
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
紅
葉
の
桜
三
里
を
ド
ラ
イ

ブ
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
参
考
文
献
「
愛
媛
県
歴
史
の
道

調
査
報
告
書
第
三
集
」

市境

西条市

東温市

本谷川

中山川

来見

湯谷口

千原

土谷

川上

笹ヶ峠

経ヶ成

上落合

宝ヶ口

劈巌透水碑

桜三里復興碑

桧皮峠

松山道（桜三里）の概略図

松山道
（寛文年間～明治中期）

旧国道（明治後期～）

現在の国道

松山自動車道
（平成６年～）

旧松山道
（寛文年間以前）

▲

今
も
残
る
桜
三
里
復
興
碑
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夢
や
希
望
あ
ふ
れ
る
、
新
し
い

自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容　

女
性
起
業
家
の
実
体
験

の
話
、
座
談
会
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講

座
等　

■
期
日　

11
月
19
日
㈭
・
24
日
㈫

・
26
日
㈭
・
12
月
1
日
㈫
・
3
日

㈭
・
5
日
㈯
の
全
６
回

■
場
所　

西
条
図
書
館
ほ
か

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
人

■
申
込
方
法　

11
月
６
日
㈮
ま
で

に
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

専
用
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
３―

０
０
１
０

FAX
０
８
９
７―

５
３―

０
０
１
１

　

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

（
以
下
「
ス
ク
ー
ル
」）
で
は
、
い

き
い
き
と
働
く
女
性
起
業
家
の
体

験
談
の
紹
介
や
意
見
交
換
な
ど
を

通
し
て
、
新
し
い
自
分
に
気
付
く

機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
の
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
た
渡
邉
智
恵
子
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■
ス
ク
ー
ル
と
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
会

　

私
に
は
約
20
年
間
勤
務
し
た
職

場
を
退
職
し
た
後
に
も
、
も
う
少

し
何
か
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

に
ス
ク
ー
ル
の
案
内
が
目
に
留
ま

り
、「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
参

加
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　　　

講
師
の
女
性
起
業
家
の
方
々
は

自
分
た
ち
と
同
じ
目
線
で
話
し
て

く
だ
さ
り
、
大
変
身
近
に
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
は
複
数

回
の
講
義
で
行
わ
れ
る
た
め
、
私

が
迷
っ
た
こ
と
な
ど
を
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し

た
私
に
と
っ
て
、
意
識
の
あ
る
人

に
囲
ま
れ
て
い
る
環
境
は
幸
せ
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
修
了
後
に
は
、
卒
業

生
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
女

性
起
業
家
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
会
に
入
会

し
、
毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る

ま
ご
こ
ろ
市
に
も
出
店
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
信
頼
関
係
を
築

け
る
人
と
出
会
え
て
、
継
続
的
に

活
動
で
き
る
環
境
は
幸
せ
で
す
ね
。

■
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
実
現

　

私
は
約
10
年
前
か
ら
キ
ャ
シ
ー

中
島
さ
ん
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
８
月
末
に
は
、
四
国
初
の
公

認
教
室
「
キ
ャ
シ
ー
中
島
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル　

キ
ル
ト
ス
タ

ジ
オ　

Pua Pua

」
を
オ
ー
プ
ン

で
き
ま
し
た
。「Pua Pua

」
は

ハ
ワ
イ
の
言
葉
で
「
花
」
の
意
味

で
、
キ
ャ
シ
ー
さ
ん
が
名
付
け
て

く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
に

は
、
去
年
の
ス
ク
ー
ル
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

■
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
か
ら

　

あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
に
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
覗
い
て
み
る
気
持

ち
で
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
今
は
具
体
的
な

目
標
が
な
く
て
も
、
ス
ク
ー
ル
に

参
加
す
る
こ
と
で
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
に
な
り
、
ヒ
ン
ト
や
力
を
も

ら
え
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
ド
ア
を
た

た
い
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　

　今月は、何かやってみたいと考えている
人たちを応援する「女性チャレンジスクー
ル」についてお知らせします。

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援セン
ターの運営組織である、㈱西条産業情報支援
センターの愛称です。

60

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
は
新
し
い
自
分
の
発
見
！

　
　

 

開
催
し
ま
す
！

　

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内

▲スクールで感じたことを語る渡邉さん

▲渡邉さんがオープンした Pua Pua

▲Pua Pua の店内の様子

▲去年のスクールの様子
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総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

○
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

○
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な

場
合
、
無
償
に
よ
る
工
事
等
の

実
施

■
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全

額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

○
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

○
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
世
帯

○
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方

■
受
付
期
間

　

平
成
21
年
12
月
28
日
㈪
ま
で

■
注
意
事
項

○
支
援
の
申
し
込
み
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の
で
、

ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の

費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

総
務
省　

地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
３
３
８
４
０

URLhttp://w
w

w
.chidejishien.jp/

※
受
付
は
、
月
～
金
曜
日
は
９
時

～
21
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日

は
９
時
～
18
時
。

20
日　

市
県
民
税
第
３
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
の
督

促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
天
災

な
ど
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
父

母
等
が
死
亡
・
障
害
（
１
級
）
の

状
態
と
な
っ
た
児
童
の
福
祉
を
増

進
す
る
た
め
、
県
で
は
災
害
遺
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象

　

義
務
教
育
修
了
前
ま
た
は
高
等

学
校
に
在
学
す
る
遺
児
の
保
護
者

■
支
給
額

　

遺
児
１
人
に
つ
き
月
額
３
千
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

消
火
器
は
圧
力
容
器
で
す
。
本

体
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
に
サ
ビ
、
変

形
、
傷
の
あ
る
も
の
は
、
薬
剤
の

放
出
時
に
破
裂
し
て
事
故
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
破
裂
の
恐
れ
の
あ
る
消
火
器

○
製
造
後
８
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。（
消
火
器
交
換
の
目
安
は

約
８
年
で
す
）

○
キ
ャ
ッ
プ
（
首
の
部
分
）
や
底

部
が
サ
ビ
つ
い
て
い
る
。（
事

故
の
多
く
は
サ
ビ
に
よ
る
腐
食

が
原
因
で
す
）

○
本
体
に
へ
こ
み
や
変
形
が
あ
る
。

■
消
火
器
の
廃
棄
方
法

　

消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、

自
分
で
薬
剤
を
放
出
し
た
り
、
分

解
し
た
り
せ
ず
、
必
ず
専
門
の
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

不
燃
物
ご
み
と
し
て
の
回
収
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
た
め
の
支
援
を
し
ま
す

11
月
の
市
税
ご
よ
み

災
害
遺
児
福
祉
手
当

老
朽
化
消
火
器
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

秋季全国火災予防運動
11月９日㈪～15日㈰

　この運動は火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災
予防思想の一層の普及を図り、火災による死傷者および財産の
損失を防ぐことを目的に実施されています。
　消防本部では、防火ポスターでの啓発や商店街の立入検査を
行うとともに、事業所対抗の屋外消火栓操法大会などの行事を
計画しています。
■重点目標　○住宅防火対策の推進 
　　　　　　○放火火災・連続放火火災防止対策の推進 
　　　　　　○特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
　　　　　　○製品火災の防止に向けた取り組みの推進
■逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置しましょう！
　既存住宅は、平成23年５月31日までに設置が必要です。
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地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
変
更
点
や
執
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

委
員
の
皆
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
第
11
回
目
で
、
左
表
の

日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

地
域
振
興
・
行
革
推
進
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
６

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と

な
り
、
申
告
を
行
う
こ
と
で
課
税

対
象
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
保
険
料
を
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を

申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
税
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
納
付
を

証
明
す
る
資
料
と
し
て
「
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
」
（
ハ
ガ
キ
様

式
）
が
11
月
上
旬
ま
た
は
来
年
２

月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て

き
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証

明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
の
送
付
対
象
者

○
11
月
送
付
対
象
者

　

今
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

実
績
が
あ
る
方

○
翌
年
２
月
送
付
対
象
者

　

今
年
10
月
1
日
～
12
月
31
日
の

間
に
、
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

■
領
収
証
書
も
大
切
に

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
納

付
が
遅
れ
る
と
、
控
除
証
明
書
の

証
明
額
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
領
収
証

書
な
ど
で
控
除
額
を
自
己
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
領
収
証
書
は
大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－
０
７
０

－

１
１
７

○
Ｉ
Ｐ
電
話
用
の
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
３
０

※
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の

開
設
期
間
は
、
11
月
２
日
㈪
～

平
成
22
年
３
月
13
日
㈯
（
受
付

は
、
月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
15
分
、
第
２
土
曜
日
の

９
時
30
分
～
16
時
）
で
す
。

　

市
で
は
西
条
地
区
の
上
水
道
・

簡
易
水
道
・
西
ひ
う
ち
水
道
利
用

区
域
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
位
置

確
認
な
ど
、
現
況
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
各

ご
家
庭
の
メ
ー
タ
ー
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
水
道
業

務
課　

水
道
料
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
８
４

■
利
用
で
き
る
方

　

著
作
権
の
関
係
上
、
視
覚
障
害

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
・
貸
し
出
し
を

希
望
す
る
方
は
、
貸
出
場
所
へ
直

接
出
向
く
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
利
用
日

　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）　

９
時
～
正
午

■
所
蔵
テ
ー
プ

　

時
代
小
説
、
現
代
小
説
、
エ
ッ

セ
イ
、
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
、
文
芸

図
書
な
ど

■
貸
出
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
１
階　

図
書
・
テ
ー

プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
２
９
４

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

■第11回地域審議会の日時・場所（予定）

東予地区
地域審議会

11月19日㈭
13時30分
11月26日㈭
10時
11月26日㈭
13時30分
11月27日㈮
13時30分

西条地区
地域審議会 市庁舎本館　５階大会議室

小松総合支所　２階ホール

東予総合福祉センター
２階会議室

丹原福祉センター
２階大会議室

小松地区
地域審議会

丹原地区
地域審議会

審議会名 日　　時 会　　　場

国
民
年
金
の
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
現
況
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

西条地区
（111円）

東予地区
（133円）

丹原地区
（157円）

小松地区
（173円）

■人件費
■借入金利息
■施設の建設・改良費
■施設の電気料金
■修繕費
■その他

10円
11円
11円

48円

32円
13円

計125円

９円
10円
10円

52円

27円

23円

47円

36円

29円計131円

８円
７円
14円

83円

49円

６円

計167円

14円
10円
10円

計146円

水道水の給水にかかる費用

問合せ　市庁舎本館水道業務課　℡0897－52－1352

　下のグラフは、ご家庭に水道水をお届けするまでにかかった平成20年度の
費用（水１立方㍍当たり）の内訳を地区ごとに示しています。
　これらの費用はすべて、安全な水を安定的に供給するために必要不可欠な
ものです。市では今後も経費節減に一層努めますので、水道使用者の皆さま
のご理解・ご協力をよろしくお願いします。

180
160
140
120
100
80
60
40
20
0
円

地区名の下にある
（　）の金額は、
水道使用者に請求
した、水１立方㍍
当たりの水道料金

視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
テ
ー
プ

図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
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法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
供

託
（
地
代
・
家
賃
弁
済
供
託
等
）

手
続
き
は
、
郵
送
に
よ
る
申
請
、

自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
で
す
。

　

供
託
金
の
納
付
方
法
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
金
融

機
関
に
あ
る
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の

あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
の
電
子

納
付
が
可
能
で
す
。

　

大
変
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
８

○
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w

w
.m

oj.go.jp/

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と

定
め
、
全
国
的
に
労
働
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
２

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

○
今
治
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－

４
５
６
０

　

昨
年
４
月
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
次
の

よ
う
な
義
務
規
定
等
が
事
業
主
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
文
書
に
よ
る
労
働
条
件
明
示

○
正
社
員
と
の
均
衡
処
遇

○
正
社
員
転
換
措
置

○
会
社
の
説
明
責
任

■
専
門
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
関

し
て
相
談
し
た
い
事
業
主
の
方
は

専
門
職
員
で
あ
る
「
均
衡
待
遇
・

正
社
員
化
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

　

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室
「
均

衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
プ
ラ
ン

ナ
ー
」

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
２
２

　

地
域
の
方
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た

「
目
く
ば
り
」「
気
く
ば
り
」
で

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
お
や
？
」
と
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷

わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
度
推
進
月
間
標
語

　

守
ろ
う
よ　

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み

■
児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

身
体
に
傷
を
負

わ
せ
た
り
、
そ
の
恐
れ
の
あ
る

暴
行
を
す
る
こ
と
。

○
性
的
虐
待　

性
的
な
い
た
ず
ら

や
行
為
を
す
る
こ
と
。
ま
た
は

そ
れ
ら
を
強
要
す
る
こ
と
。

○
ネ
グ
レ
ク
ト　

適
切
な
衣
食
住

の
世
話
を
し
な
い
で
放
置
す
る

な
ど
、
正
常
な
心
身
の
発
達
を

妨
げ
る
こ
と
。

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
や
態
度
で

心
に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ
た
り
、

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
等
へ
暴

力
を
ふ
る
う
こ
と
。

■
連
絡
先

○
愛
媛
県
東
予
児
童
相
談
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

３
０
０
０

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

家
庭
児
童
相
談
室

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

供
託
の
新
し
い
制
度

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
電
子
納
付

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
入
ろ
う

労
働
保
険
！

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
を

ご
存
じ
で
す
か
？

宅地

11月６日㈮
13時～

11月６日㈮
10時～

11月13日㈮
11時～

11月16日㈪

11月16日㈪

11月20日㈮

11月30日㈪
10時～

11月30日㈪
13時～

12月14日㈪
11時～

朔日市字秋吉793番9 1,344.93

770.20

1,644.52

2,149.21

530.89

578.97

434.98

357.64

2,927.98

宅地禎瑞字加茂四番956番 1 外１筆

旦之上甲1481番 1　外１筆

旦之上甲1454番　　外１筆

旦之上甲1456番

旦之上甲1459番 1

旦之上甲1425番 1

旦之上甲1425番 4

旦之上甲1423番 1　外２筆

田

田

田

田

田

田

田

西条市所在の愛媛県有地を売却します
■問合せ　愛媛県庁総務管理課　財産管理グループ
　　　　　℡089－912－2255　　URL http://www.pref.ehime.jp/

所在地（西条市） 地目 面積（㎡） 予定価格（円） 現地説明 申込期限 入札日時

■売却する県有地　下表のとおり
■入札場所　東予地方局５階第３会議室

22,000,000

11,864,000

1,289,000

2,132,000

433,000

528,000

504,000

417,000

3,045,000

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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■
日
時　

11
月
22
日
㈰

　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

■
場
所

　

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ

Ｏ
（
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
隣
）

■
内
容

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
で
鉄
道
歴
史
パ
ー
ク

内
を
走
行
し
ま
す
。

■
乗
車
料
金　

１
回
１
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保

護
者
の
方
に
同
乗
（
有
料
）
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
実
施
日
（
い
ず
れ
か
１
日
）

　

11
月
25
日
㈬
・
27
日
㈮

■
巡
回
場
所

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
で
の
自
然

体
験
（
草
木
染
め
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
、
ち
く
わ
作
り
。
い
ず
れ
か

一
つ
を
体
験
）・
昼
食
、
四
国
コ

カ
・
コ
ー
ラ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
小
松

第
２
工
場
見
学
、
周
ち
ゃ
ん
広
場
、

世
田
薬
師

※
交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
バ
ス
の
乗
降
場
所

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
隣
）、
東
予
・
丹
原
・

小
松
の
各
総
合
支
所

■
定
員　

各
50
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費

　

３
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

11
月
12
日
㈭

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
西
条
市
観
光
協
会
、
ま
た

は
各
総
合
支
所
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

西
条
市
観
光
協
会
（
十
河
信
二

記
念
館
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

■
日
時　

11
月
17
日
㈫
～
23
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
18
時
30
分

■
場
所　

松
山
三
越　

地
下
１
階

食
品
売
り
場
（
松
山
市
）

■
出
店
す
る
特
産
品

　

旬
の
野
菜
、
赤
い
キ
ウ
イ
、
煮

豆
、
湯
葉
豆
腐
、
海
苔
製
品
、
味

噌
、
せ
ん
べ
い
、
お
か
き
、
和
菓

子
、
卵
、
青
汁
、
地
元
食
材
を
使

用
し
た
お
弁
当
、
ハ
ム
な
ど

■
問
合
せ

　

西
条
商
工
会
議
所
内　

西
条
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

４
６
７
１

■
開
催
期
間　

12
月
28
日
㈪
ま
で

　

9
時
30
分
～
15
時
（
30
分
お
き

に
ス
タ
ー
ト
）

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
75
分
）

　

ビ
ー
ル
づ
く
り
や
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
３
種
類
の
ビ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
試
飲
。

※
試
飲
の
時
間
は
20
分
間
。
ビ
ー

ル
は
1
人
3
杯
ま
で
。

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

９
月
の
市
税
ご
よ
み

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会

市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

西
条　

ま
ち
め
ぐ
り

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

２
０
０
９
秋
・
冬
ご
試
飲
企
画

西条農業高等学校　創立90周年記念

　農業学習展、産業展、文化展などの展示、高校生や
各種団体等による農水産品の即売、バザーなど、各種
催しが実施されます。

メインテーマ

～大地の恵　自然の恵　輝く瞳で生み出す力～

問合せ　産業祭事務局（西条農業高等学校内）
　　　　℡0897－56－3611

　ふるさと市（産地直売）、
つきたて餅の販売、商店連
盟目玉市、商工会模擬店、
食の創造館・丹原郵便局臨
時出店、バザー、移動ふれ
あい教室（小動物とのふれ
あい）、各種物品販売・展示などを実施します。
　午前と午後に分けての景品付き餅投げもあります。

問合せ　丹原総合支所農林水産課
主　催　丹原町米消費拡大推進連絡協議会

松
山
三
越

西
条
市
特
産
品
フ
ェ
ア
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■
日
時　

11
月
８
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

伊
曽
乃
神
社

■
内
容　

地
域
を
見
つ
め
て
き
た

巨
樹
に
出
会
い
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

11
月
４
日
㈬

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

11
月
15
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　

黒
瀬
ダ
ム
１
号
公
園

■
内
容　

　

自
然
を
感
じ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

11
月
９
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

　

近
藤
篤
山
旧
邸
は
伊
予
聖
人
と

た
た
え
ら
れ
た
小
松
藩
の
儒
官
・

近
藤
篤
山
の
私
邸
で
、
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
予
聖
人
の
生
活
を
今
に
伝
え

る
近
藤
篤
山
旧
邸
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
無
料
開
放
日
時

　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

９
時
～
16
時

■
お
茶
接
待
を
実
施
し
ま
す

　

14
日
は
小
松
文
化
協
会
の
ご
協

力
で
、
お
茶
の
接
待
を
実
施
し
ま

す
。（
９
時
30
分
ご
ろ
開
始
）

■
問
合
せ

　

小
松
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
小
松
分
室

旧邸では篤山先生の人物像や教育、
小松の文化などを紹介しています。

午前の部　10時30分～
●「心の街」ミニライブ　　まちの音楽家・木谷正道氏

午後の部　13時～
●基調講演　未来を開く図書館のチカラ
　講師：日本図書館協会常務理事　常世田良氏

●パネルディスカッション「図書館が未来を創る」

●メモリアル映像作品「まちを元気にする図書館」上映

●市民参加型映画「人生ごっこ!?」上映

●トークショー　映画でまちづくり！
　講師：映画監督　林弘樹氏　　脚本家　栗山宗大氏

西条図書館交流イベント

開催日：11月28日㈯・29日㈰　　場所：西条図書館　閲覧コーナーほか

午前の部　10時30分～
●アコーディオンミニライブ　　田ノ岡三郎氏

午後の部　13時～
●基調講演　わたしの読書術
　講師：女流棋聖　梅沢由香里氏

●メモリアル映像作品
　「まちを元気にする図書館」上映
●西条市合併記念映画ドキュメント
　「もうひとつの恋まち物語」上映
●西条市合併記念映画
　「恋まち物語」上映

11月29日のイベント11月28日のイベント

このイベントは㈶自治総合センターの宝くじ普及広報事業費で開催します。　問合せ：西条図書館　℡0897－56－2668

梅沢由香里氏

巨
樹
と
の
ふ
れ
あ
い

第
３
回
自
然
観
察
会

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う

　小松町で取り組んできた「椿」のまちづくりを受け
継いで行こうと、「椿」千年の森づくり事業として、
昨年11月に小松中央公園に椿の植樹を行いました。
　今年も椿の森と人々の和を
広げるため、小松つばき会の
協力で植樹を行います。
　長寿の木「椿」、千年先に
想いをはせて植樹に参加して
みませんか。
※くわ・スコップなどは、各自でお持ちください。
※参加者に、椿の苗木をプレゼントします。

■問合せ　小松総合支所総務課　総務調整係

日　　時　11月23日㈪　９時～

集合場所　小松中央公園　第１駐車場

伊
予
聖
人
近
藤
篤
山
顕
彰
事
業

「
近
藤
篤
山
旧
邸
」
無
料
開
放
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11
月
11
日
㈬
～
12
月
10
日
㈭
は

「
差
別
を
な
く
す
る
強
調
月
間
」

で
す
。
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
人
権
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

今
治
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講
師

　

渡
辺
真
由
子
氏
（
メ
デ
ィ
ア
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
慶
應
義
塾
大
学

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
非
常
勤
講
師
）

■
テ
ー
マ　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
犯

罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る

■
申
込
先

　

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

【
西
条
会
場
】

■
日
時

　

11
月
15
日
㈰　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
講
師　

北
口
末
広
氏
（
近
畿
大

学
教
授
）

■
演
題　

差
別
・
格
差
の
現
状
と

私
た
ち
の
課
題　

―

具
体
的
な
事

例
を
ふ
ま
え
て―

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

【
小
松
会
場
】

■
日
時

　

12
月
６
日
㈰　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
講
師　

西
森
法
子
氏
（
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
）

■
演
題

　

ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ｏ
ハ
ー
ト
フ
ル
コ

ン
サ
ー
ト　

―

障
害
の
あ
る
人
も

誰
も
み
ん
な
が
ず
っ
と
笑
顔
で
生

き
て
い
け
る
街
を
め
ざ
し
て―

※
小
松
小
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
も
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

小
松
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
小
松
分
室

【
東
予
会
場
】

■
日
時

　

12
月
12
日
㈯　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
講
師　

川
口
泰
司
氏
（
山
口
県

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

■
演
題　

ハ
ー
ト
で
挑
戦
！

　
　
　
　

～
自
己
解
放
へ
の
道
～

※
「
メ
モ
リ
ー
リ
ン
グ
」
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
も
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

東
予
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
東
予
分
室

※
各
会
場
で
は
人
権
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
20
日
㈰

　

開
会
式
９
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス

　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
～
ひ
う
ち
内
折
り

返
し
コ
ー
ス

■
部
門
・
区
間
・
総
距
離

○
一
般
男
子
Ⅰ　

５
区
間　

21
㎞

○
一
般
男
子
Ⅱ　

５
区
間　

10
㎞

○
一
般
女
子　
　

５
区
間　

10
㎞

○
中
学
生
男
子　

６
区
間　

18
㎞

○
中
学
生
女
子　

５
区
間　

10
㎞

※
一
般
は
高
校
生
以
上
を
対
象
。

■
申
込
期
限　

12
月
４
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所
総

務
課　

総
務
調
整
係

▲昨年の大会

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

会場　総合文化会館
　　　　21日：10時～17時　22日：10時～16時
　書道、洋画、押し花、陶芸、水彩画、写真、生花、日本画、俳画、木彫
　　　　21日：12時50分～17時　22日：12時～15時30分
　21日：日舞、カラオケ　22日：三曲、大正琴、器楽
　　　　21日：10時～16時　22日：10時～15時
　裏千家淡交会西条支部によるお茶席
　21日：学校茶道小学生の部　22日：文化協会茶道部

時間　10時～（受付９時30分～）　会場　西条囲碁クラブ

会場　小松公民館
　　　　14日：９時～21時　15日：９時～16時
　生花、書道、陶芸、ちぎり絵、盆栽山草、俳句、川柳、水墨画、
　押し花、日本画、フラワーアレンジメント、バザー、各種催し
　　　　14日：13時～21時　15日：11時～16時
　14日：小学生の合唱、郷土芸能、フラダンス、舞踊、大正琴、カ
　　　　ラオケ　※カラオケは18時30分開演。
　15日：大正琴、吟詠、舞踊＆琴、筝曲、尺八、銭太鼓、民謡

問合せ：市庁舎別館　社会教育課内　西条市文化協会事務局　℡0897－52－1628

会場　総合福祉センター３階研修室（もてこい元気館）

会場　総合福祉センター３階集会室（もてこい元気館）

会場　総合福祉センター３階集会室（もてこい元気館）

展示内容　佐田岬の裂織り展

展示内容　一柳氏入府以前の陣屋周辺の水辺

13時～15時30分

市
駅
伝
競
走
大
会　

西
条
会
場
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市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
が
研
究
・
学
習
・
体
験
し

て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
１
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時

　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

○
14
日　

９
時
30
分
～
16
時

○
15
日　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　

松
山
刑
務
所
（
東
温
市
）

■
内
容

　

施
設
見
学
、
広
報
パ
ネ
ル
等
の

展
示
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

即
売
、
少
年
鑑
別
所
長
に
よ
る
講

演
会
、
各
種
催
し
物

■
問
合
せ

　

松
山
刑
務
所
企
画
部
門

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
６
４

－

２
３
７
６

■
主
催　

法
務
省
高
松
矯
正
管
区

　

わ
ら
細
工
で
「
し
め
飾
り
」、

か
ず
ら
細
工
で
「
花
か
ご
」
を
製

作
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
日
程
・
会
場　

左
表
の
と
お
り

■
受
講
時
間　

10
時
～
16
時

■
定
員　

わ
ら
細
工
…
各
30
人

　
　
　
　

か
ず
ら
細
工
…
各
15
人

■
申
込
方
法

　

11
月
13
日
㈮
か
ら
11
月
25
日
㈬

ま
で
に
、
本
人
が
各
会
場
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
経
営
・
管
理
研
修

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

ン
グ
研
修

　

11
月
25
日
㈬

　

申
込
期
限
…
11
月
16
日
㈪

○
製
造
業
の
技
術
者
実
務
講
座

　

12
月
５
日
㈯

　

申
込
期
限
…
11
月
25
日
㈬

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作

　

11
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

　

申
込
期
限
…
11
月
18
日
㈬

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
操
作

　

12
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭

　

申
込
期
限
…
11
月
24
日
㈫

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

12
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯

　

申
込
期
限
…
11
月
20
日
㈮

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
み
よ
う
！

　

12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

申
込
期
限
…
11
月
20
日
㈮

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

12
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬

　

申
込
期
限
…
12
月
１
日
㈫

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

12月15日㈫・16日㈬

日　 　程

１月27日㈬・28日㈭

12月12日㈯・13日㈰

１月23日㈯・24日㈰

12月９日㈬・10日㈭

２月10日㈬・11日㈭

西条東部地域交流
センター
℡0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
℡0897－57－6061

創作の家
℡0897－56－7493

わら細工

内　 容

かずら細工

わら細工

かずら細工

わら細工

かずら細工

会場・申込先
■伝承民具特別教室の日程と会場

第
５
回
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

第
13
回
四
国
矯
正
展

●日時　11月10日㈫　10時～13時
●内容　栗を使った和菓子を４品作ります。
●講師　アオヤギ菓舗　寺町辰昌氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,500円　　●申込期限　11月６日㈮

【臨時休館】　11月９日㈪・23日㈪は清掃作業などのため休館します。

　料理と地酒を楽しみながら、地元蔵元（石鎚酒造、首藤酒
造、成龍酒造、武田酒造）、野菜生産者と交流を深めます。
●日時　11月17日㈫　19時～21時　　
●場所　ホテルユニバース（三津屋南）
●対象　20歳以上　　　●定員　50人（先着順）
●参加費　4,500円　　●申込期限　11月10日㈫

※飲酒運転は絶対に
　しないでください。

市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

次世代育成支援スポーツ事業

日時 11月21日㈯　９時30分～16時

場所 総合体育館

●対象　中学生（経験者）　●定員　100人

講師　佐伯美香氏

　松山市出身。1996年アトランタオ
リンピック出場。翌年、ビーチボー
ルに転向し、2000年シドニーオリン
ピック、2008年北京オリンピックに
出場。今年、現役から退き、バレー
ボール、ビーチボールの普及と指導
に当たっている。

伝
承
民
具
特
別
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座
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【
大
保
木
の
小
道
を
歩
く
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

11
月
６
日
㈮
～
12
日
㈭

　

10
時
～
12
時

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
草
木
染　

ク
サ
ギ
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
時
間
）

　

11
月
13
日
㈮

　

９
時
30
分
～
12
時

　

13
時
30
分
～
16
時

■
定
員　

各
４
人

■
参
加
費

　

２
千
円
（
素
材
代
込
） 

【
山
里
で
過
ご
す
一
日
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

10
時
～
15
時

■
内
容　

手
づ
く
り
生
地
で
の
石

釜
ピ
ザ
と
く
ん
せ
い
づ
く
り

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

１
６
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）

【
草
木
染　

ス
ギ
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

11
月
16
日
㈪
・
17
日
㈫

　

９
時
30
分
～
12
時

　

13
時
30
分
～
16
時

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
ミ
ツ
マ
タ
で
の
和
紙
づ
く
り
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

○
半
日
コ
ー
ス

　

11
月
26
日
㈭
・
29
日
㈰

　

10
時
～
12
時

○
１
日
コ
ー
ス

　

11
月
28
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
定
員　

各
５
人

■
参
加
費

○
半
日
コ
ー
ス　

８
０
０
円

○
１
日
コ
ー
ス

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－
０
２
０
３

■
日
時

　

11
月
21
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
現
地
へ
行
き
ま
す
。

■
内
容

　

住
宅
見
学
会
。
各
分
野
の
プ
ロ

が
安
心
・
安
全
で
快
適
な
家
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（
い
し
づ
ち
森

林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
日
時

　

11
月
15
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時
（
全
３
回
）

　

11
月
26
日
～
12
月
10
日
の
木
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ

ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
場
に

お
け
る
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

■
定
員　

20
人

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時

　

11
月
21
日
㈯　

９
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

上
岡
一
世
氏
（
愛
媛
大

学
附
属
特
別
支
援
学
校
長
）

■
内
容　

発
達
障
害
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

■
対
象　

保
護
者
、
支
援
者
等

■
定
員　

90
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
11
月
８
日
㈰

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

FAX
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
１
３

■
問
合
せ

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
星
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
１
２

■
主
催　

西
条
市
障
害
者
（
児
）

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

発
達
障
害
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
地
産
地
消
」

　

  

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

１日　9：00

１日　9：00

３日　9：00

８日　9：00

15日　9：00

15日　9：00

21日　8：30
22日　9：30

21日  17：00

22日　9：00

23日　9：45

ひうち球場第32回西日本２部軟式野球西条支部大会優勝決定戦

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ第３回西条市民元気ジャンプアップスポーツ

総合体育館竹俣　明　バドミントン教室

ひうち陸上競技場周辺ＳＡＩＪＯチャレンジ・ザ・スポーツ2009
ウォーキング大会

東予運動公園テニスコート第50回社会人普及シングルス東予地区大会

小松中央公園テニスコート第６回小松オムニコート選手権大会（ダブルス）

第５回リトルリーグ西条市長旗争奪大会 ビバ・スポルティアＳＡＩ
ＪＯほか

ひうち陸上競技場西条ひうち長距離記録会

21日　9：30 総合体育館佐伯美香　バレーボール教室

東予運動公園多目的広場西条市長杯ソフトボール大会（壮年）

総合体育館第４回西条市長杯フットサル大会

得
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県
内
道
路
の
混
雑
多
発
箇
所
を

特
定
す
る
参
考
と
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法

　

松
山
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
れ
な
い
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

URL http://w
w

w
.skr.m

lit.go.jp/
m

atsuyam
/index.htm

l

■
取
組
期
間　

11
月
20
日
㈮
ま
で

■
問
合
せ

　

国
土
交
通
省

　

松
山
河
川
国
道
事
務
所
計
画
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
２

－

０
０
３
４

　

メ
モ
リ
ー
リ
ン
グ
は
命
、
愛
、

人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
活
動

を
通
じ
て
、
心
豊
か
な
生
き
方
を

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
方

■
練
習
場
所　

中
央
公
民
館

■
練
習
日
時　

火
曜
日
を
中
心
に

月
２
回
程
度　

19
時
30
分
～
21
時

■
指
揮　

丹
原
西
中
学
校
教
諭

　
　
　
　

槇　

純
子
さ
ん

■
特
別
指
導　

秋
川
暢
宏
さ
ん

■
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
人
権
教
育
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
庁
舎
別
館
人
権

教
育
課
、
市
教
委
各
分
室
（
各
総

合
支
所
内
）、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

　

募
集
す
る
園
児
数
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
幼
稚

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
幼
児

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

事
項
に
該
当
す
る
方

※
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
に
は
通
園
区

域
が
あ
り
ま
す
。

○
３
歳
児
学
級

　

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
４
歳
児
学
級

　

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
５
歳
児
学
級

　

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17

年
４
月
１
日
の
出
生
児

■
入
園
願
書
な
ど
の
配
布
場
所

　

各
幼
稚
園
、
市
庁
舎
別
館
・
各

総
合
支
所
内
の
市
教
育
委
員
会
で

11
月
２
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

　

11
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

■
願
書
受
付
場
所

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
園
決
定

　

各
幼
稚
園
で
12
月
中
に
入
園
児

を
決
定
し
ま
す
。
募
集
園
児
数
を

超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、

抽
選
で
入
園
児
を
決
定
し
ま
す
。

※
各
幼
稚
園
で
親
子
面
接
を
行
い

ま
す
。

■
入
園
に
お
け
る
費
用

○
授
業
料　

月
額
６
４
０
０
円

○
昼
食
や
通
園
バ
ス
な
ど
の
費
用

は
各
幼
稚
園
で
異
な
り
ま
す
。

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2
℡0897－57－7797

東予南幼稚園
石田397－1
℡0898－64－3081

多賀幼稚園
北条1504
℡0898－64－2767

国安幼稚園
国安178－1
℡0898－66－5332

燧洋幼稚園
三芳305－3
℡0898－66－4773

小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1
℡0898－72－2702

３０人（30人）

■市立幼稚園の募集園児数・問合せ先
幼稚園名
所在地・電話番号

募集園児数
（ ）は定数

３歳児
６人（30人）４歳児

　１５人（30人）５歳児
３５人（35人）３歳児
　２人（35人）４歳児
　４人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
１１人（35人）４歳児
１７人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
６人（35人）４歳児

　７人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
１０人（35人）４歳児
８人（35人）５歳児

２０人（20人）３歳児
９人（25人）４歳児

１３人（25人）５歳児

学級別

渋
滞
箇
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
メ
モ
リ

ー
リ
ン
グ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

めぐみ幼稚園
朔日市623－2

℡0897－55－3442 200人

160人

175人

180人

110人

105人

　80人

105人

150人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17

℡0897－56－2711

西条聖マリア幼稚園
大町716－1

℡0897－55－2497

大町幼稚園
大町68

℡0897－55－4193

玉津幼稚園
玉津202－5

℡0897－55－6208

双葉幼稚園
飯岡975－1

℡0897－55－2065

神戸幼稚園
洲之内甲221

℡0897－56－3229

たから幼稚園
三津屋99

℡0898－64－2306

西山学園幼稚園
丹原町古田甲717－2

℡0898－68－7674

　市内の私立幼稚園では、平成22年度の新入園児を募
集しています。
　募集期間等が各幼稚園で異なりますので、詳しくは
各幼稚園（下表参照）へお問い合わせください。
■市では就園奨励費を支給しています
　就園奨励費は私立幼稚園に通園する幼児の保護者の
経済的負担を軽減するため、所得状況に応じて保育料
を軽減する制度です。
　制度について詳しくは、市庁舎別館学校教育課学務
係（℡0897－52－1252）へお問い合わせください。

＜私立幼稚園の定員・問合せ先＞

幼稚園名・所在地 電 話 番 号 定　員

平
成
22
年
度　

市
立
幼
稚
園
の

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

●しまなみ歴史文化道展
　しまなみ海道に点在する芸予諸島の歴史的文化遺産と観
光について、写真と資料で紹介。
期間　11月28日㈯～１月10日㈰
●カブトガニアート作品展
　東予地域文化祭で、市民の方に描いていただいたカブト
ガニの絵を展示。　期間　11月15日㈰～19日㈭
●海のポスター展
　市内小・中学生が描いた海洋環境ポスターを展示。
期間　11月20日㈮～26日㈭
●市民愛蔵品展
期間　11月12日㈭まで
●カブトガニフェスティバル　　
開催日　11月15日㈰
【講演会】
　開演　13時　　場所　２階視聴覚室
　講師　（独）産業技術総合研究所　理学博士　湯浅一郎氏
　演題　豊かな瀬戸内海を取り戻そう－瀬戸内海の環境変
　　　　遷から学ぶ－
　※講演会終了後、幼生飼育説明会を行います。
　　幼生飼育ボランティア募集中！
【幼生放流】
　時間　15時30分　　場所　河原津海岸
　※長靴を持参してください。
●各種教室　参加者募集
　東予郷土館では、次の教室の参加者を募集しています。
参加を希望される方は11月20日㈮までにお申し込みくださ
い。定員になり次第、締め切ります。
【和紙あんどん作り教室】
　日時：12月４日㈮・９日㈬・11日㈮　10時～12時
　定員：10人　　材料費：2500円程度（和紙代等）
【紙ねんど細工教室】
　日時：12月６日㈰　13時30分～15時30分　　定員：20人
　対象：小学生　　材料費：200円（粘土代)
【ぽち袋、お箸入れづくり教室】
　日時：12月10日㈭　13時30分～15時30分　　定員：16人
　材料費：300円（和紙代)

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●旺玄会洋画展
　旺玄会中央展、関西展に出品した大作と、会員の皆さん
による近作を展示。　期間　11月８日㈰～22日㈰
●愛蔵品展
　書画や骨董など、市民の皆さんからお借りした愛蔵品を
展示。　期間　11月28日㈯～12月12日㈯
●ちぎり絵・木目込み人形展　
　田野公民館・趣味の会作品展。　期間　11月４日㈬まで

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、３日㈫

【開館時間】９時～17時30分　
【11月休館日】水曜日、５日㈭、24日㈫、30日㈪

●近藤篤山顕彰事業　特別企画展
　「篤山先生の教育とその広がり」
　近藤篤山先生によって小松から発信された「教育」が、
西条・大洲・宇和島へどのように広がっていったのか、篤
山先生の師弟・門人・友人などの書や資料で紹介。初公開
資料も多数展示。　期間　11月１日㈰～12月６日㈰

●佐田岬の裂織り展
　綿古布を裂いて緯糸に織り込んだ
「裂織り」は、佐田岬半島に古くか
ら伝わる織物です。「佐田岬裂織り
保存会」が保有する実際に使われた
仕事着数十点と工房「三崎オリコの
里コットン」の作品を展示するほか
小物類の即売もあります。　
期間　11月29日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

よこいと

さきお

【開館時間】９時～17時　
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●一柳氏入府以前の陣屋周辺の水辺
　一柳氏が入府し、陣屋周辺の町並みが整えられる以前の
水辺（海辺）の概略を想像してみましょう。
期間　11月１日㈰～29日㈰
●郷土史講座
　「地名の由来について－明屋敷、三本松ほか－」
日時　11月19日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会理事　竹島忠臣氏
定員　30人　　申込期限　11月12日㈭

●市内小・中学生無料開放日
日時　11月７日㈯・14日㈯ 　10時～12時
●無料クロール教室
日時　11月28日㈯ 　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターを設置しています
　使用料等はお問い合わせください。
【開館時間】10時～21時　【11月休館日】月曜日（23日開館）、24日㈫

　広報10月号の24ページに掲載した市民総合体育大会の結果に
ついて、誤りがありましたので、訂正してお詫び申し上げます。
○陸上100ｍ走　小学１年　［正］日浅　亨　［誤］日浅　享　
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●しまなみ歴史文化道展
　しまなみ海道に点在する芸予諸島の歴史的文化遺産と観
光について、写真と資料で紹介。
期間　11月28日㈯～１月10日㈰
●カブトガニアート作品展
　東予地域文化祭で、市民の方に描いていただいたカブト
ガニの絵を展示。　期間　11月15日㈰～19日㈭
●海のポスター展
　市内小・中学生が描いた海洋環境ポスターを展示。
期間　11月20日㈮～26日㈭
●市民愛蔵品展
期間　11月12日㈭まで
●カブトガニフェスティバル　　
開催日　11月15日㈰
【講演会】
　開演　13時　　場所　２階視聴覚室
　講師　（独）産業技術総合研究所　理学博士　湯浅一郎氏
　演題　豊かな瀬戸内海を取り戻そう－瀬戸内海の環境変
　　　　遷から学ぶ－
　※講演会終了後、幼生飼育説明会を行います。
　　幼生飼育ボランティア募集中！
【幼生放流】
　時間　15時30分　　場所　河原津海岸
　※長靴を持参してください。
●各種教室　参加者募集
　東予郷土館では、次の教室の参加者を募集しています。
参加を希望される方は11月20日㈮までにお申し込みくださ
い。定員になり次第、締め切ります。
【和紙あんどん作り教室】
　日時：12月４日㈮・９日㈬・11日㈮　10時～12時
　定員：10人　　材料費：2500円程度（和紙代等）
【紙ねんど細工教室】
　日時：12月６日㈰　13時30分～15時30分　　定員：20人
　対象：小学生　　材料費：200円（粘土代)
【ぽち袋、お箸入れづくり教室】
　日時：12月10日㈭　13時30分～15時30分　　定員：16人
　材料費：300円（和紙代)

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●旺玄会洋画展
　旺玄会中央展、関西展に出品した大作と、会員の皆さん
による近作を展示。　期間　11月８日㈰～22日㈰
●愛蔵品展
　書画や骨董など、市民の皆さんからお借りした愛蔵品を
展示。　期間　11月28日㈯～12月12日㈯
●ちぎり絵・木目込み人形展　
　田野公民館・趣味の会作品展。　期間　11月４日㈬まで

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、３日㈫

【開館時間】９時～17時30分　
【11月休館日】水曜日、５日㈭、24日㈫、30日㈪

●近藤篤山顕彰事業　特別企画展
　「篤山先生の教育とその広がり」
　近藤篤山先生によって小松から発信された「教育」が、
西条・大洲・宇和島へどのように広がっていったのか、篤
山先生の師弟・門人・友人などの書や資料で紹介。初公開
資料も多数展示。　期間　11月１日㈰～12月６日㈰

●佐田岬の裂織り展
　綿古布を裂いて緯糸に織り込んだ
「裂織り」は、佐田岬半島に古くか
ら伝わる織物です。「佐田岬裂織り
保存会」が保有する実際に使われた
仕事着数十点と工房「三崎オリコの
里コットン」の作品を展示するほか
小物類の即売もあります。　
期間　11月29日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

よこいと

さきお

【開館時間】９時～17時　
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●一柳氏入府以前の陣屋周辺の水辺
　一柳氏が入府し、陣屋周辺の町並みが整えられる以前の
水辺（海辺）の概略を想像してみましょう。
期間　11月１日㈰～29日㈰
●郷土史講座
　「地名の由来について－明屋敷、三本松ほか－」
日時　11月19日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会理事　竹島忠臣氏
定員　30人　　申込期限　11月12日㈭

●市内小・中学生無料開放日
日時　11月７日㈯・14日㈯ 　10時～12時
●無料クロール教室
日時　11月28日㈯ 　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターを設置しています
　使用料等はお問い合わせください。
【開館時間】10時～21時　【11月休館日】月曜日（23日開館）、24日㈫

　広報10月号の24ページに掲載した市民総合体育大会の結果に
ついて、誤りがありましたので、訂正してお詫び申し上げます。
○陸上100ｍ走　小学１年　［正］日浅　亨　［誤］日浅　享　
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【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

忍たま乱太郎～天狗の秘密と消えた太陽の段～
投影開始時間（10分前にはお越しください。約45分投影）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・４土曜日は、10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

●水墨画展示会（葦の会墨彩画展）
期間　11月７日㈯～13日㈮　※最終日は15時まで

●木工創作教室　花台製作
日時　11月・12月の第２・４土曜日
      　13時～16時（全４回）　※材料費は個人負担。
定員　15人
●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　11月14日㈯・28日㈯　13時～16時
●水彩画・油絵教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　11月７日㈯・21日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　11月11日㈬・18日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●「習画」グループ水彩画作品展
　グループ「シュガー（習画）」による水彩画展
期間　11月１日㈰～29日㈰

【開館時間】９時～22時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●吉田千恵子絵手紙グループ展
　「ヘタでいい　ヘタがいい」を合
言葉に、毎日の感動を短い言葉と絵
を添えて楽しく絵手紙を描いていま
す。私たちの幸せ配りの作品展です。
　ぜひご覧ください。
期間　11月20日㈮～12月24日㈭
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時
　　　　　　　　　　　（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

こどもの国　11月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：10人
必要な物：絵の具道具

７日㈯
①10：00～12：00
②13：30～15：30

絵画教室

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 ７日㈯

13：30～15：00

太陽や星を見る会（第５回）
テーマ：秋の星座と星雲・星団

14日㈯
19：00～20：30

小学４年生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

作って遊ぼう！グラスアート
ハロウィンのゆれるオーナメント

１日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：30人五色百人一首で遊ぼう ８日㈰
14：00～15：00

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

木彫教室 ８日㈰・14日㈯
13：30～16：30

小学３年生～中学生
定員：10人　材料費：100円イラスト教室 14日㈯

10：00～12：00

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律しよう

１日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
バーナル電子楽器

15日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しには
３週間ほどかかります。

七宝焼教室 28日㈯
13：30～15：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土・日曜日
14：00～14：30

４歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

５歳～小学生　定員：20人　
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：100円　必要な物：お茶

染め物教室 22日㈰
13：30～15：30

どんぐり工作と焼きいも大会
秋の自然を楽しもう

23日㈪
10：00～12：00

囲碁教室 23日㈪
13：30～15：00

小・中学生　定員：10人

おもしろ竹細工教室
紙てっぽう作り

29日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

地球探検教室
テーマ：南海地震に備えよう

15日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：30人
小学１～３年生は保護者同伴

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ
予約してください。

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●かずら細工展
　大保木公民館で活動して
いる、かずら細工教室主催
の作品展。40～80歳の女性
20名が自然の姿を表現した
楽しい作品を多数展示。
期間　11月５日㈭～29日㈰
●考古歴史館の研修旅行　参加者募集
日時　11月５日㈭　８時30分～17時
内容　歴史文化財の発掘調査探訪
　　　（愛媛県歴史文化博物館など）
定員　24人（先着順）　　参加費　3,000円（昼食費等）
申込期限　11月３日㈫　16時
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【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

忍たま乱太郎～天狗の秘密と消えた太陽の段～
投影開始時間（10分前にはお越しください。約45分投影）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・４土曜日は、10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

●水墨画展示会（葦の会墨彩画展）
期間　11月７日㈯～13日㈮　※最終日は15時まで

●木工創作教室　花台製作
日時　11月・12月の第２・４土曜日
      　13時～16時（全４回）　※材料費は個人負担。
定員　15人
●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　11月14日㈯・28日㈯　13時～16時
●水彩画・油絵教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　11月７日㈯・21日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　11月11日㈬・18日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●「習画」グループ水彩画作品展
　グループ「シュガー（習画）」による水彩画展
期間　11月１日㈰～29日㈰

【開館時間】９時～22時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●吉田千恵子絵手紙グループ展
　「ヘタでいい　ヘタがいい」を合
言葉に、毎日の感動を短い言葉と絵
を添えて楽しく絵手紙を描いていま
す。私たちの幸せ配りの作品展です。
　ぜひご覧ください。
期間　11月20日㈮～12月24日㈭
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時
　　　　　　　　　　　（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

こどもの国　11月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：10人
必要な物：絵の具道具

７日㈯
①10：00～12：00
②13：30～15：30

絵画教室

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 ７日㈯

13：30～15：00

太陽や星を見る会（第５回）
テーマ：秋の星座と星雲・星団

14日㈯
19：00～20：30

小学４年生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

作って遊ぼう！グラスアート
ハロウィンのゆれるオーナメント

１日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：30人五色百人一首で遊ぼう ８日㈰
14：00～15：00

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

木彫教室 ８日㈰・14日㈯
13：30～16：30

小学３年生～中学生
定員：10人　材料費：100円イラスト教室 14日㈯

10：00～12：00

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律しよう

１日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
バーナル電子楽器

15日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しには
３週間ほどかかります。

七宝焼教室 28日㈯
13：30～15：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土・日曜日
14：00～14：30

４歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

５歳～小学生　定員：20人　
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：100円　必要な物：お茶

染め物教室 22日㈰
13：30～15：30

どんぐり工作と焼きいも大会
秋の自然を楽しもう

23日㈪
10：00～12：00

囲碁教室 23日㈪
13：30～15：00

小・中学生　定員：10人

おもしろ竹細工教室
紙てっぽう作り

29日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

地球探検教室
テーマ：南海地震に備えよう

15日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：30人
小学１～３年生は保護者同伴

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ
予約してください。

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬

●かずら細工展
　大保木公民館で活動して
いる、かずら細工教室主催
の作品展。40～80歳の女性
20名が自然の姿を表現した
楽しい作品を多数展示。
期間　11月５日㈭～29日㈰
●考古歴史館の研修旅行　参加者募集
日時　11月５日㈭　８時30分～17時
内容　歴史文化財の発掘調査探訪
　　　（愛媛県歴史文化博物館など）
定員　24人（先着順）　　参加費　3,000円（昼食費等）
申込期限　11月３日㈫　16時

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、4日㈬、24日㈫
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

▼西条図書館イベント案内　
　　　　　　　　　　　　申込先：西条図書館

●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　11月21日㈯　14時～15時30分
　定員：50人
　テーマ：カブトガニの歴史と
　　　　　現状について
　講師：東予郷土館図書館
　　　　副館長　今井唯勝
●読書会（輪読会）
　11月14日㈯　13時30分～15時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　11月14日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　11月18日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上

●13日・27日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●６日・20日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校前　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●14日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●７日・21日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●１日・15日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

※カワセミ号の利用には図書館利用カー
　ドが必要です。

●２日・16日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●10日・24日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●４日・18日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●11日・25日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡公民館　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●５日・19日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【11月休館日】
　西条図書館：28日㈯、29日㈰、30日㈪
　東予図書館：月曜日（23日開館）、４日㈬、24日㈫、25日㈬、29日㈰
　丹原図書館：金曜日、４日㈬、24日㈫、30日㈪
　小松温芳図書館：水曜日、５日㈭、24日㈫、30日㈪

●ゲーム遊び
　11月14日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
　内容：さまざまなゲームに挑戦して、遊びのチャンピオンを
　　　　決定！
●すこやか子育て巡回講演（要申込）
　11月17日㈫　10時～12時　
　対象：乳幼児の保護者（幼児同伴可）　　定員：20人
　講師：えひめこどもの城特別顧問　井原榮二氏
　※個別相談の時間も設けています。
●工作広場「どんぐりトトロづくり」（要申込）
　11月28日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児、小学生　　定員：30人

●こどもフェスティバル
　11月８日㈰　10時30分～13時
　内容：のみの市、遊びのコーナー、おもちゃ作り（材料費必
　　　　要）、くじびき（有料）、バザー（前売り券の購入が
　　　　必要）など
●茶道クラブ
　11月14日㈯　10時～12時　　対象：幼児、小学生
●焼きいも大会
　11月14日㈯　14時～16時　　対象：幼児、小学生　
　内容：焼きいもづくりやゲームをします。
●リズム教室
　11月21日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生

●こども映画会「ドクタースランプ　アラレちゃん」
　11月７日㈯　13時30分～15時
●さつまいもほりと焼きいもづくり（要申込）
　11月14日㈯　10時～11時30分　
　対象：幼児、小学生　　定員：20人
●かんたん工作「クリスマスツリーの壁飾り」（要申込）
　11月28日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児、小学生　　定員：20人

●ＶＹＳと遊ぼう～楽しいスイーツ＆リース作り～（要申込）
　11月８日㈰　13時～15時　
　対象：幼児・小学生親子　　定員：30人
●やきいもパーティー（要申込）
　11月14日㈯　10時30分～12時　
　対象：幼児、小学生　　定員：30人
　内容：焼きいもづくりやゲームをします！

このほか、自由参加の催し物を開催中！ぜひご参加ください。
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽青野和正（福成寺）▽相原仁志（旦之上）

▽秋川隆幸（国安）▽秋川節子（明理川）▽

大西洋子（三津屋東）▽野村照男（東温市）

▽松田歌謡教室▽西条福武食堂▽国興産業㈱

▽三芳地区民生児童委員協議会▽うしろのし

ょうめんだ～れ▽丹原茶道部

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪

　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神

拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子

（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽運動会招待

　西条高校▽手紙ほか　西条小学校

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽鯛　西条市

東予地区青年漁業者連絡協議会▽たばこ　日

本たばこ産業㈱四国支社

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽利用者介護　森本政美▽喫茶・カレンダー

作り　コープえひめ福祉グループ▽敬老祝賀

会　ふじ美ボランティア和▽車いすなどの掃

除　小松婦人会▽誕生会・三味線　桑村社中

▽膝かけのプレゼント　石根婦人会

　
「
ど
う
し
て
私
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

電
話
帳
を
見
れ
ば
、
住
所
と
番

号
は
す
ぐ
分
か
り
ま
す
が
、
高
齢

者
や
独
り
暮
ら
し
、
子
や
孫
が
別

居
中
の
人
、
病
気
療
養
中
の
人
な

ど
、
電
話
帳
で
は
分
か
ら
な
い
内

容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
市
で
は
、
そ
の
年
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
の
名
簿
が
数

百
万
円
で
売
買
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
成
長
に
合
わ
せ
た
節
目
、
節

目
が
明
確
で
「
通
過
儀
礼
」
が
商

売
に
な
る
と
い
う
理
由
で
す
。

　

２
０
０
５
年
に
施
行
さ
れ
た

「
個
人
情
報
保
護
法
」
は
、
個
人

を
保
護
す
る
法
律
で
あ
り
、
自
己

に
関
す
る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
権
利
を
守
る
法
律
で
す
。
西

条
市
が
す
す
め
て
い
る
「
身
元
調

査
お
断
り
」
運
動
も
、
こ
の
よ
う

な
個
人
情
報
を
み
ん
な
で
守
っ
て

い
こ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

こ
の
法
が
施
行
さ
れ
た
年
、
神

戸
市
の
行
政
書
士
が
特
権
を
悪
用

し
て
、
戸
籍
謄
本
を
大
量
に
不
正

入
手
し
、
調
査
業
者
に
売
り
渡
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
部
落
地
名
総
鑑
」
と
い
う
差

別
図
書
の
発
覚
か
ら
30
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
今
も
な
お
巧
妙

化
し
な
が
ら
差
別
的
な
身
元
調
査

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
高
額
な
調

査
費
の
前
に
、
人
々
の
尊
厳
が
無

視
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲

示
板
に
は
、
今
も
差
別
書
き
込
み

が
な
さ
れ
て
お
り
、
便
利
で
自

由
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
が

「
表
現
の
自
由
」
を
盾
に
し
て
、

「
差
別
の
無
法
地
帯
」
へ
と
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
社
会
や
他

人
へ
の
恨
み
を
、
こ
う
し
た
形
で

晴
ら
す
こ
と
を
野
放
し
に
し
て
い

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

名
簿
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
努
力

を
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
が

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
、

厳
し
く
監
視
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

「個人情報」守る努力を
市教育委員会丹原分室№60

衛生用品（マスク・冷却シート・
　　　ウエットティッシュ）が寄贈されました
　㈱阪急キッチンエールから、市
へ衛生用品（マスク10,000枚、冷
却シート4,000枚、ウエットティ
ッシュ70,000枚）が寄贈されるこ
とになり、10月14日に今井康博代
表取締役社長から市長へ目録が手
渡されました。
　同社には、西条産品の販路拡大
等に多大なご支援をいただいてお
り、この度の寄贈は、同社創業８
周年記念事業の一環として申し出があったものです。
　これらの衛生用品は、新型インフルエンザ対策に活用させていた
だきます。

　女性に対する暴力の一つに、配偶者から
の暴力があります。配偶者からの暴力は犯
罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。
　一人で悩まないで、下記の相談機関に早
めに相談してください。
　秘密は厳守します。

◆相談機関　　
○愛媛県婦人相談所　℡089－927－3490
○愛媛県女性総合センター　℡089－926－1644
○愛媛県警察本部　℡0120－31－9110
○市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

11月12日～25日は
「女性に対する暴力を
なくす運動」期間
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　作ることも食べることも大好き
で地元の新鮮な食材を使って「お
いしい！」と言ってもらえる料理
を出せるよう頑張っています。
　しいたけ天丼は秋のランチメニ
ューとして出しているので、分か
らないことは、質問（℡0897－53
－1131）してください。

シイタケ
　

シ
イ
タ
ケ
は
秋
を
代
表
す
る
味
覚
の

一
つ
。
日
本
の
ほ
か
、
中
国
や
韓
国
な

ど
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
英
語
や

フ
ラ
ン
ス
語
で
も
「sh

iita
k
e

」
と

表
記
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
に
も
通
用
す

る
代
表
的
な
食
用
キ
ノ
コ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
技
術
は
日
本
で
開

発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
広
葉
樹
に
シ
イ
タ
ケ
菌
を
接

種
さ
せ
る
原
木
栽
培
と
、
お
が
く
ず
・

栄
養
剤
な
ど
を
混
合
し
た
人
工
培
地
に

シ
イ
タ
ケ
菌
を
接
種
さ
せ
る
菌
床
栽
培

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
存
方
法
に
よ

っ
て
、
生
鮮
食
品
と
し
て
収
穫
後
す
ぐ

　生シイタケは、肉厚で傘があ
まり開いていないもの、傘の裏
側が純白のものが鮮度が高くて
良質です。湿気があると傷みが
早いので、乾かしてからラップ
に包んで冷蔵保存しましょう。

に
出
荷
す
る
生
シ
イ
タ
ケ
と
、
乾
燥
し

て
保
存
性
を
持
た
せ
て
か
ら
出
荷
す
る

干
し
シ
イ
タ
ケ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

数
は
少
な
い
で
す
が
、
地
元
産
の
シ

イ
タ
ケ
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　食感は、歯ごたえ・舌触り・のどごしなど「お
いしさ」を構成する要素の一つです。
　シイタケは、自然の風味・香りはもちろんのこ
と、肉厚のプリプリとした食感が味わえます。石
突きだけを切って捨て、軸は手で割いて使うなど
無駄なく食感を楽しみましょう。

食感を楽しもう

　シイタケには、エリタゲニンという成分がたくさん含まれて
おり、この成分は高血圧や動脈硬化の予防に効果があります。
また、日光に当たるとビタミンＤが増え、骨粗しょう症の予防
に役立ち、栄養価とともに旨み成分が増えます。

栄養士チェック

①　シイタケの石突きをとり、衣をつけて油で揚げる。
②　①をめんつゆに漬けこむ。
③　丼にご飯を盛り、もみ海苔をちらす。
④　③に②をのせて、中央に卵黄を落とす。
⑤　青ネギをちらして完成。
※シイタケは、揚げてすぐにめんつゆに漬けると良いです。

シイタケ ‥‥‥‥‥‥ ６～８枚　　   天ぷら粉 ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
めんつゆ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　   ご飯 ‥‥‥‥‥‥ 茶碗１杯分
もみ海苔 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　   卵黄 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １個
青ネギ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　　

エネルギー ‥‥‥‥‥ 5 6 5 kcal　　   タンパク質 ‥‥‥‥‥ 10.6ｇ
脂肪　‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.6ｇ

ジュニアベジタブル＆フルーツマイスター

日野智之
（農業水産課農政係担当）

素材・分量（１人分）

栄養価（１人当たり）
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▲ 

善
意
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た

▲ 

交
通
安
全
を
作
文
で
ア
ピ
ー
ル

▲ 重さに耐えて土のうを積みました

▲ 

転
倒
し
た
家
具
の
下
か
ら
要
救
助
者
を
発
見
！

▲ 

見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
！

9/19　図書館開館記念「早坂  暁 講演会」

9/19　2009  夏 彩 祭  in  壬 生 川

9/19　窪田夕子バスケットボール教室9/25　老 人 福 祉 大 会

9/26　交 通 安 全 市 民 大 会10/1 ～   赤い羽根共同募金運動を展開

10/4　大規模災害に備えた、市民参加による実践的な「総合防災訓練」が実施されました

　今年も赤い羽根共同募金運動が開始され、西条市共同募金委員
会による出発式の後、市内各地で街頭募金活動が行われました。
紺屋町商店街では、募金ボランティアの方々に西条保育所の園児
も加わり、かわいい声で善意の募金を呼びかけました。

　秋の全国交通安全運動期間中に180人が参加し開催された大会
では、交通安全に功績のあった個人・団体や、交通安全作文優
秀者の表彰のほか、講話や啓発ビデオの上映などが行われ、参
加した皆さんは交通事故防止の決意を新たにしていました。

　南海地震を想定した市民参加型の総合防災訓練
が、河北地区の自治会や各小中学校の児童生徒ら
約850人が参加して、東予運動公園多目的グラウ
ンドで実施されました。避難や救出搬送、初期消
火、炊き出しなどの実践的な訓練を行ったほか、
国土交通省や気象庁、関係企業などによる展示・
啓発もあり、地域防災力の向上が図られました。

　あいにくの天候のため中止と
なっていた「夏彩祭in壬生川」
が、ビバ・スポルティアSAIJO
で盛大に開催されました。屋外
ではうなぎのつかみどりや木工
教室が、また屋内ステージでは
祝太鼓やお神楽などが行われま
した。夕方から実施された「ダ
ンス夏彩祭」では、各ダンスチ
ームが溜めていたパワーを爆発
させ観客を魅了していました。

　｢創造と連帯の輪を広
げて～心豊かな21世紀
を」をメインテーマとし
た大会には、老人クラブ
会員など約750人が参加
しました。式典では老人
クラブ活動に功労があっ
た方々の表彰や、金婚式
を迎えたご夫婦の顕彰な
どが行われました。また、
数え年百歳の土野好雄さ
んには、ご長寿を祝って
子どもたちから花束が贈
られ、会場は温かい拍手
に包まれていました。

　次世代育成支援スポ
ーツ事業の一つとして
開催された教室には、
市内の小学生約100人
が参加しました。窪田
先生によるパスやドリ
ブルなど基礎練習中心
の指導の後、先生が顧
問に就任している新居
浜商業高校女子バスケ
ットボール部員の模範
試合も行われました。
子どもたちのひたむき
さがとても印象的でし
た。

　図書館の開館を記念
し、愛媛県出身で作家
・脚本家として活躍中
の早坂暁さんを迎え、
講演会が開催されまし
た。作家としての視点
による郷土の石鎚山や
瀬戸内海をテーマとし
た講演では、西条市出
身の神風特攻隊長の関
行男中佐の話も紹介さ
れるなどして、会場を
埋めた約600人の受講
者は熱心に聞き入って
いました。
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２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！　私の名前はミン・ダニエルでアメリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　のニューヨ－クから来ました。私は新しいSaijoのＡＬ
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔです。じつはこれは私の二番目の日本にいる時です。
　　　　　　　　　　　　　　　　私は大学の３年生の時に、５カ月間東京の上智大学で留
　　　　　　　　　　　　　　　　学しました。上智大学では国際的学部に登録していまし
た。私は日本語の授業もほかの英語の授業も受けました。
　でもEhimeとTokyoは本当に違います。私はまだEhimeにいるクモに慣れません！　けれど
も、私は自転車で水田に沿って乗ることと毎日スーパーマーケットに行くことが好きです。
それにSaijoにある山はきれいで、たぶんアメリカに帰る後でそんな素晴らしい光景をもう
一回見られません。毎日少しずつ日本の田舎の生活になれます。私は日本に来たから、いい
友達を作ったり日本の料理を練習したりしたいです。
　私のEhimeに住んでいるはじめての月は、いっぱいのおどろきがありました。私は100円
店を見つけてうれしかったです。全部は安いです。あそこで私の料理の貯蔵品を買います。
私はニューヨ－クに100円店ができることをのぞみます。
　そして、初めていもたきなべパーティーに行きました。Saijoの８月の花火もすてきだと
おもいました。私は12月に、Ehimeのゆうめいでおいしそうなうどんを食べてみるつもりで
す。待てない！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≪著：ミン・ダニエル≫

▲外国語指導助手
　ミン・ダニエルさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○11月19日㈭　13時～17時　神戸公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月20日㈮　13時～17時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○11月10日㈫・12月１日㈫　13時～15時　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○11月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○11月24日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○11月10日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月20日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は11月２日㈪～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○11月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月18日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は８頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■社会保険等相談
11月12日㈭ 10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■社会保険出張相談
　11月11日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　11月17日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■土地建物取引相談
　11月８日㈰　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　11月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※11月21日㈯（10時～12時）は「らっこ・はうす（東予南保育
　所内）」でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■補聴器相談会
　11月18日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　11月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■精神障害者の家族相談会
　11月19日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

11月15日～21日は全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　夫やパートナーからの暴力「ＤＶ」、職場等に
おけるセクシュアル・ハラスメント、性犯罪等の
女性に対する暴力、ストーカー行為、女性差別、
離婚問題等の家庭内問題など、女性の人権問題に
関するあらゆる相談を受け付ける専用電話相談窓
口を開設します。※予約不要、無料、秘密厳守。

◆日　　時　11月15日㈰～21日㈯
　　　　　　月～金曜日：８時30分～19時、土・日曜日：10時～17時
◆電話番号　０５７０－０７０－８１０（ＩＰ電話は利用不可）
◆相 談 員　人権擁護委員・法務局職員
◆問合せ・主催　松山地方法務局　愛媛県人権擁護委員連合会
　　　　　　　　℡089－932－0888

11月15日～21日は全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
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新
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ザ
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が
り
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せ
て
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、

現
時
点
（
９
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の
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条

市
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、
ま
だ
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な
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行
に
は

な
っ
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ま
せ
ん
。
し
か
し
、
流

行
は
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こ
に
も
い
ず
れ
や
っ
て
く

る
も
の
と
し
て
心
構
え
は
必
要
で

す
。
ご
心
配
で
し
ょ
う
が
、
新
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と
は
い
え
従
来
の
イ
ン
フ
ル
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ン

ザ
と
対
応
は
そ
れ
程
変
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
冷
静
に
対
応
し
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
日
頃
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
現

場
医
師
た
ち
が
診
療
を
通
じ
て
感

じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

事
柄
に
絞
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
で
き

る
だ
け
早
く
受
診
を
」
と
い
う
文

章
を
時
々
見
ま
す
。
実
は
「
早
す

ぎ
る
」
受
診
は
、
患
者
さ
ん
・
医

師
双
方
に
と
っ
て
必
ず
し
も
最
良

と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

　

理
由
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診

断
が
難
し
い
た
め
で
す
。
症
状
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
も
早
す
ぎ
る

と
検
出
率
が
低
い
た
め
、
確
か
な

診
断
を
し
づ
ら
い
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
迅
速
検
査

は
、
Ａ
型
か
Ｂ
型
か
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
判
定
す
る
検
査
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
Ａ
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種
で
す
。

こ
の
検
査
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

診
断
で
き
る
確
率
が
最
も
良
く
な

る
の
が
、
発
症
後
（
主
に
熱
が
出

は
じ
め
て
か
ら
）
24
時
間
く
ら
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り

早
く
、
特
に
発
症
12
時
間
以
内
の

検
査
で
は
陽
性
に
出
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
翌
日
に
再
度
来
院
し

て
い
た
だ
い
て
検
査
を
し
た
り
、

不
確
実
な
診
断
で
治
療
を
決
め
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

熱
が
出
始
め
て
も
、
次
項
に
書

き
ま
す
心
配
な
症
状
や
リ
ス
ク
が

な
け
れ
ば
、
少
な
く
と
も
半
日
程

度
、
で
き
れ
ば
１
日
程
度
、
ご
自

宅
で
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
、
治

る
よ
う
な
傾
向
が
な
け
れ
ば
受
診

し
て
い
た
だ
く
の
が
適
当
と
思
え

ま
す
。

　

ご
自
宅
で
は
充
分
な
安
静
、
水

分
補
給
、
栄
養
補
給
と
と
も
に
、

未
成
年
者
の
場
合
は
特
に
観
察
が

大
事
で
す
。
心
配
な
症
状
や
リ
ス

ク
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
時
間

外
救
急
へ
の
受
診
は
必
要
で
は
な

く
、
日
中
に
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
て
い
た
だ
く
方
が
充
実
し
た

診
療
を
受
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

な
る
べ
く
早
め
に
受
診
し
て
い

た
だ
き
た
い
人
は
、
次
の
よ
う
な

方
た
ち
で
す
。

●
心
配
な
症
状
が
あ
る
場
合

　

息
切
れ
、
呼
吸
困
難
、
胸
の
痛

み
が
続
く
。
嘔お

う
と吐

や
下
痢
が
続
く
。

　

小
児
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

呼
吸
が
速
い
、
顔
色
が
悪
い
、
反

応
が
鈍
い
、
落
ち
着
き
が
な
い
、

意
味
不
明
の
言
動
が
あ
る
、
け
い

れ
ん
な
ど
。

●
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
病
気

や
状
態
の
人

　

慢
性
の
呼
吸
器
病
（
ぜ
ん
そ
く

含
む
）、
慢
性
の
心
臓
病
、
糖
尿

病
な
ど
代
謝
の
病
気
、腎
臓
病（
特

に
透
析
患
者
）、
ス
テ
ロ
イ
ド
・

免
疫
抑
制
剤
の
使
用
や
癌が

ん

の
化
学

療
法
・
放
射
線
治
療
な
ど
で
免
疫

の
低
下
し
て
い
る
人
、
妊
婦

　

学
校
、
保
育
施
設
、
会
社
な
ど

で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
を

し
て
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
指
示
さ
れ
て
受
診
さ
れ
る
方
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
診
療
す
る
側
に

と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
し

ま
う
指
示
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
迅
速
検
査
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
症
状
の

あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
必
須
の
検
査
と
い
う
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
師
が
診
察
し
検
査
の
必
要
性

が
少
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

迅
速
検
査
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
容
赦
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は

こ
の
検
査
に
用
い
る
キ
ッ
ト
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
り

ま
す
。

　

病
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
、

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
広
め
な

い
た
め
に
、
自
宅
療
養
は
と
て
も

大
事
で
す
。

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

自
宅
療
養
が
必
要
な
期
間
は
、

「
熱
が
下
が
っ
て
か
ら
２
日
目

ま
で
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、

厚
労
省
は
「
症
状
が
始
ま
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
７
日
目
ま
で
」
で
き

る
だ
け
外
出
し
な
い
よ
う
勧
め
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
登
校
・
登
園
や
勤
務
開

始
の
た
め
の
「
完
治
証
明
書
」
は

原
則
と
し
て
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と

思
っ
た
ら

―

現
場
医
師
か
ら
の
助
言―

西
条
市
医
師
会
・
有
志
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18日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

20日㈮　  9：30～11：00　徳田公民館

13日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

９日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

５日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

10日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

12日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

■赤ちゃん健康情報
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月６日㈮・13日㈮
○東予保健センター　11月９日㈪・25日㈬
○丹原保健センター　11月13日㈮
○小松保健センター　11月20日㈮

■産業保健健康相談
○日時　11月26日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　11月２日㈪・16日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月17日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

17日㈫
26日㈭

24日㈫

18日㈬
19日㈭
５日㈭
10日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成21年７月１日～
７月31日の出生児

平成21年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成18年10月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30 東予

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　11月・12月の日程等　※申し込みは前日まで受付

12月18日㈮

東予保健センター 12月11日㈮

丹原保健センター 12月25日㈮

小松保健センター 12月４日㈮

11月20日㈮

11月13日㈮

11月27日㈮

11月６日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　毎年11月12日（いいひふ）は「皮膚の日」です。この日にちなんだ行事と
して、皮膚がん無料検診を実施します。
　皮膚のできもの、ホクロなどが気になる方、皮膚がんではないかと心配さ
れている方、この機会に皮膚がん検診を受けてみてはいかがですか。
※皮膚がん以外の皮膚科疾患のご相談は受付できません。ご了承ください。
日時　11月８日㈰　13時～16時
場所　イオンモール新居浜２階　イオンホール
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　はらだクリニック　　　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、東予地区皮膚科勉強会

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上（下記の計算方法を参照）
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

申込期間　11月４日㈬～　※定員になり次第、締め切ります。
申込先　所管の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

運動内容　中央保健センター：トレーニング機器での運動・水中運動
　　　　　そ の 他 の 会 場：自分の体重やボールなどを使った運動

11月16日～　毎週月・木曜日
９時30分～11時

11月16日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

11月17日～　毎週火・金曜日
９時30分～11時

11月17日～　毎週火・木曜日
19時～20時30分

11月17日～　毎週火・木曜日
９時30分～11時

11月16日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

日　　　　時場所・申込先

　季節性インフルエンザは、例年11月～３月頃に流行します。新型
インフルエンザの感染も今後拡大すると予想されており、一旦流行
が始まると、短期間で多くの人に感染が広がります。
　特に基礎疾患（※）がある方、妊婦、小児や高齢者など、一部の
方については、重症化する可能性が指摘されていますので、右記の
「日常生活からできる予防５か条」などを参考に、感染予防に努め
てください。かかりつけ医のいる方は、発症時の対応についても相
談しておいてください。　　（27ページの記事もご参照ください）
※基礎疾患とは
　呼吸器疾患（喘息を含む）、心疾患（高血圧を除く）、腎疾患、
肝疾患、神経疾患、神経筋疾患、血液疾患、代謝性疾患（糖尿病を
含む）、免疫抑制状態（ＨＩＶ、悪性腫瘍を含む）、小児の慢性疾患

流行前に予防接種を受けましょう！
●季節性インフルエンザ
　65歳以上の方などに、接種費用の一部を市が負担する接種券を交
付していますので、ぜひご利用ください。
●新型インフルエンザ
　確保できるワクチンの量が限られており、一定量が順次供給され
ることから、優先的に接種できる対象者が決められています。
　優先接種対象者：医療従事者、妊婦、基礎疾患のある人、１歳～
　　　　　　　　　小学３年生の子ども、１歳未満児の保護者等

※高い発熱や咳など、インフルエンザのような症状が
　あり、医療機関で受診するときは、あらかじめ医療
　機関に電話して受診方法等を確認してください。
　受診の際は必ずマスクを着用してください。

①栄養と休養
　体力をつけ、抵抗力を高める
ことで感染しにくくなります。

②人ごみを避ける
　病原体であるウイルスを寄せ
付けないようにしましょう。

③適度な温度と湿度を保つ
　ウイルスは低温・低湿を好み、乾燥していると
長時間空気中を漂っています。加湿器などで室内
の適度な湿度を保ちましょう。

④外出後の手洗いとうがいの励行
　手洗いと手指の消毒は、
接触感染を防ぐための大変
効果的な手段です。
　うがいは、のどの乾燥を
防ぎます。

⑤マスクの着用
　せきやくしゃみなどの症状がある人は、ウイル
スの拡散を防ぐためにマスクを着用しましょう。
咳（せき）エチケットも心がけましょう。

　子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」は、妊娠中の方や乳幼児を持つ保護
者・家族の方を対象に、気軽におしゃべりしながら情報交換や交流ができる
機会と場所を提供しています。
　妊娠や出産、育児などの悩み事についても、助産師・保育士・保健師・栄
養士・家庭児童相談員などの専門スタッフがご相談に応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方または接触された方、治って間もない方
　はご遠慮ください。
日時　毎週火曜日（祝日除く）　10時～15時　※予約不要
場所　中央保健センター健康指導室　　　　　　問合せ　中央保健センター

子育て総合相談窓口

　ＳＩＤＳとは、それまで元気だった乳幼
児が、眠っている間に何の前触れもなく、
突然、死亡してしまう病気です。
　これまでの研究の結果、「うつ伏せ寝」
「人工栄養哺育」「保護者などの習慣的喫
煙」といった育児環境が、ＳＩＤＳ発生の
危険性を相対的に高めるといわれています。

ぜんそく
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18日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

20日㈮　  9：30～11：00　徳田公民館

13日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

９日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

５日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

10日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

12日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

■赤ちゃん健康情報
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月６日㈮・13日㈮
○東予保健センター　11月９日㈪・25日㈬
○丹原保健センター　11月13日㈮
○小松保健センター　11月20日㈮

■産業保健健康相談
○日時　11月26日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　11月２日㈪・16日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月17日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

17日㈫
26日㈭

24日㈫

18日㈬
19日㈭
５日㈭
10日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成21年７月１日～
７月31日の出生児

平成21年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成18年10月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30 東予

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　11月・12月の日程等　※申し込みは前日まで受付

12月18日㈮

東予保健センター 12月11日㈮

丹原保健センター 12月25日㈮

小松保健センター 12月４日㈮

11月20日㈮

11月13日㈮

11月27日㈮

11月６日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　毎年11月12日（いいひふ）は「皮膚の日」です。この日にちなんだ行事と
して、皮膚がん無料検診を実施します。
　皮膚のできもの、ホクロなどが気になる方、皮膚がんではないかと心配さ
れている方、この機会に皮膚がん検診を受けてみてはいかがですか。
※皮膚がん以外の皮膚科疾患のご相談は受付できません。ご了承ください。
日時　11月８日㈰　13時～16時
場所　イオンモール新居浜２階　イオンホール
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　はらだクリニック　　　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、東予地区皮膚科勉強会

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上（下記の計算方法を参照）
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

申込期間　11月４日㈬～　※定員になり次第、締め切ります。
申込先　所管の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

運動内容　中央保健センター：トレーニング機器での運動・水中運動
　　　　　そ の 他 の 会 場：自分の体重やボールなどを使った運動

11月16日～　毎週月・木曜日
９時30分～11時

11月16日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

11月17日～　毎週火・金曜日
９時30分～11時

11月17日～　毎週火・木曜日
19時～20時30分

11月17日～　毎週火・木曜日
９時30分～11時

11月16日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

日　　　　時場所・申込先

　季節性インフルエンザは、例年11月～３月頃に流行します。新型
インフルエンザの感染も今後拡大すると予想されており、一旦流行
が始まると、短期間で多くの人に感染が広がります。
　特に基礎疾患（※）がある方、妊婦、小児や高齢者など、一部の
方については、重症化する可能性が指摘されていますので、右記の
「日常生活からできる予防５か条」などを参考に、感染予防に努め
てください。かかりつけ医のいる方は、発症時の対応についても相
談しておいてください。　　（27ページの記事もご参照ください）
※基礎疾患とは
　呼吸器疾患（喘息を含む）、心疾患（高血圧を除く）、腎疾患、
肝疾患、神経疾患、神経筋疾患、血液疾患、代謝性疾患（糖尿病を
含む）、免疫抑制状態（ＨＩＶ、悪性腫瘍を含む）、小児の慢性疾患

流行前に予防接種を受けましょう！
●季節性インフルエンザ
　65歳以上の方などに、接種費用の一部を市が負担する接種券を交
付していますので、ぜひご利用ください。
●新型インフルエンザ
　確保できるワクチンの量が限られており、一定量が順次供給され
ることから、優先的に接種できる対象者が決められています。
　優先接種対象者：医療従事者、妊婦、基礎疾患のある人、１歳～
　　　　　　　　　小学３年生の子ども、１歳未満児の保護者等

※高い発熱や咳など、インフルエンザのような症状が
　あり、医療機関で受診するときは、あらかじめ医療
　機関に電話して受診方法等を確認してください。
　受診の際は必ずマスクを着用してください。

①栄養と休養
　体力をつけ、抵抗力を高める
ことで感染しにくくなります。

②人ごみを避ける
　病原体であるウイルスを寄せ
付けないようにしましょう。

③適度な温度と湿度を保つ
　ウイルスは低温・低湿を好み、乾燥していると
長時間空気中を漂っています。加湿器などで室内
の適度な湿度を保ちましょう。

④外出後の手洗いとうがいの励行
　手洗いと手指の消毒は、
接触感染を防ぐための大変
効果的な手段です。
　うがいは、のどの乾燥を
防ぎます。

⑤マスクの着用
　せきやくしゃみなどの症状がある人は、ウイル
スの拡散を防ぐためにマスクを着用しましょう。
咳（せき）エチケットも心がけましょう。

　子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」は、妊娠中の方や乳幼児を持つ保護
者・家族の方を対象に、気軽におしゃべりしながら情報交換や交流ができる
機会と場所を提供しています。
　妊娠や出産、育児などの悩み事についても、助産師・保育士・保健師・栄
養士・家庭児童相談員などの専門スタッフがご相談に応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方または接触された方、治って間もない方
　はご遠慮ください。
日時　毎週火曜日（祝日除く）　10時～15時　※予約不要
場所　中央保健センター健康指導室　　　　　　問合せ　中央保健センター

子育て総合相談窓口

　ＳＩＤＳとは、それまで元気だった乳幼
児が、眠っている間に何の前触れもなく、
突然、死亡してしまう病気です。
　これまでの研究の結果、「うつ伏せ寝」
「人工栄養哺育」「保護者などの習慣的喫
煙」といった育児環境が、ＳＩＤＳ発生の
危険性を相対的に高めるといわれています。

ぜんそく
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区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日

１
(日)
３
(火)
８
(日)
15
(日)
22
(日)
23
(月)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

29
(日)

日 区分 区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

11
(水)
12
(木)

10
(火)

13
(金)
14
(土)

２
(月)
４
(水)
５
(木)
６
(金)
７
(土)
９
(月)

16
(月)

18
(水)
19
(木)

17
(火)

20
(金)
21
(土)
24
(火)

26
(木)
27
(金)

25
(水)

28
(土)
30
(月)

内科
外科

秋山医院 （56－0885）

まなべ病院 （57－7011）

あおのクリニック（52－1155）
佐藤クリニック（57－8200）
としもり内科 （53－6300）

和田内科皮膚科（55－0515）

あぜち内科 （52－1630）
かりやま整形外科（47－1717）
篠原内科外科耳鼻科 （56－3521）

こまつ医院 （72－5862）
くしべ整形外科（76－7555）
河野内科医院 （73－2950）
角産婦人科 （64－3168）
玉置内科小児科（66－3735）

村上内科皮膚科（72－2436）
黒田医院 （64－3780）
まつうら小児科（64－0460）
そのべ医院 （64－0660）
森山内科 （65－4332）

周桑同仁医院 （68－7233）
奥田外科 （64－3331）

西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）
西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

村上記念病院 （56－2300）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）
済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）
済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）

星加小児科内科F.C （55－3105）
松本整形外科 （52－1011）

近藤クリニック （64－2760）

土岐医院 （56－2090）
まなべ病院 （57－7011）

まなべ病院 （57－7011）

村上内科皮膚科 （72－2436）

（55－2002）星加医院 森山内科 （65－4332）
行本医院 （66－0609）

和田内科皮膚科 （55－0515）まつうら小児科 （64－0460）
矢野医院 （55－1777）
としもり内科 （53－6300）こまつ医院 （72－5862）

回生堂医院 （55－3101）周桑同仁医院 （68－7233）
弓山外科 （64－3182）

秋山医院 （56－0885）
米田脳神経外科 （56－9165）

松田循環器科内科 （76－1117）

ながい小児科 （53－7707）共立病院 （64－2662）
横山病院 （72－2121）

西条愛寿会病院 （55－2300）中村内科胃腸科 （68－4976）
飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

坂根医院 （55－4021）
かりやま整形外科 （47－1717）

森内科 （64－5858）

あぜち内科 （52－1630）キッズクリニックパパ （76－1788）
角産婦人科 （64－3168）

あおのクリニック （52－1155）河野内科医院 （73－2950）
今井クリニック整形外科（68－8118）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

（55－2002）星加医院

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

坂根医院 （55－4021）
佐藤クリニック （57－8200）
宮島小児科医院 （55－2615）
松本整形外科 （52－1011）
星加小児科内科F.C （55－3105）

西条愛寿会病院 （55－2300）

土岐医院 （56－2090）

まなべ病院 （57－7011）

回生堂医院 （55－3101）
矢野医院 （55－1777）

玉置内科小児科 （66－3735）
奥田外科 （64－3331）
福田医院 （68－7243）
いしづちやまクリニック（68－8885）
田中内科 （66－1700）
くしべ整形外科 （76－7555）
中村医院 （66－0606）
田渕外科 （65－5651）
松田循環器科内科 （76－1117）

安永クリニック （64－5760）

渡部内科病院 （64－1200）
横山病院 （72－2121）
茎田医院 （66－0555）
平田クリニック （76－2256）
浦部医院 （72－3266）
黒田医院 （64－3780）
近藤クリニック （64－2760）
そのべ医院 （64－0660）
共立病院 （64－2662）

救急車の適正利用にご協力を！
　緊急性がないのに救急車を要請することで、救える命が救えなくなる
可能性があります。過去の統計から救急搬送された傷病者の約半数は、
入院の必要がない軽症者でした。
　緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、自家用車やタクシー、公共
交通機関などを利用してください。
　市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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■
場
所　

丹
原
町
明
河
保
井
野

■
駐
車
場　

な
し

N

「赤滝城跡」案内板

大野霊神社

中山川

鞍
瀬
川

県
道
落
合
久
万
線

至松山

至新居浜
11

明河のムクの木

松山自動車道

至
保
井
野

落合交差点

～～

平成21年9月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,793 人  （＋ 6人）

　男　　  54,970 人   （－ 1人）

　女　　  59,823 人   （＋ 7人）

世　帯　  47,659世帯  (＋32世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　秋の行楽シーズンがやってきまし
た。市内では多数のイベントが用意
されていますので、皆さんお誘い合
わせの上、お楽しみくださいね！
　ただし、外出後は手洗い・うがい
を念入りに。新型インフルエンザに
加え、これからは季節性インフルエ
ンザの流行も予想されます。本紙28
ページ掲載の「日常生活からできる
予防５か条」を参考に、感染予防に
努めましょう。（か）

No.51　マミチャジナイ（旅鳥）
　漢字では「眉茶　」と書く旅鳥。「しない」は大型ツグミ類
の古名。眉が白く、背が茶色のツグミから「まみしろ・ちゃ・
しない」が縮まって、この名前になったといわれています。
　秋の渡りの季節に石鎚山系や八堂山などでも群れで見られ、
伊曽乃神社の森で越冬した記録もあります。

撮
影：

十
亀
茂
樹

鳥

▲ 新たな葉を茂らせ再生に向けて

　

第
54
回
　

明
河(

み
ょ
う
が)

の
ム
ク
の
木
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

石峰吟詠会創立15周年吟詠剣詩舞記念大会日29

11

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

8：00 石峰吟詠会（伊藤）　℡0897－55－8200無　料8：30 大ホール
ヤマハヤングピアニストコンサート　望月大会月23 12：30 望月楽器㈱東予店　℡0898－64－2290無　料13：00 大ホール
カラオケ喫茶　寿〃　３周年記念歌謡祭日22 9：00 カラオケ喫茶寿〃　℡0898－64－0835無　料

無　料
無　料
無　料

9：30 大ホール
小学校音楽フェスティバル（東予・丹原・小松地区）木19 8：30 壬生川小学校（月原）　℡0898－64－20229：15 大ホール
宇佐美ハーモニカ教室　交流ハーモニカ・コンサート日15 11：30 四国ハーモニカ連盟愛媛支部（宇佐美）　℡0898－76－211912：00 大ホール
ピアノ合同発表会火３ 9：15 9：30 大ホール 望月楽器㈱東予店　℡0898－64－2290

【11月の休館日】 毎週月曜日（23日開館）、10日㈫、24日㈫、25日㈬

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

～ヘーデンボルグ兄弟が奏でる魅惑の旋律～
チェロとピアノの夕べ 18：30 大ホール

大ホール

18：00

11

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

無　料
無　料

無　料

【11月の休館日】 毎週月曜日（23日開館）

西条文化サロンさざなみ　℡0897－55－1135月23

年末調整説明会 10：00 小ホール9：30
西条市高齢介護課　℡0897－52－1292

木19

無　料
無　料

小学校音楽フェスティバル（西条地区） 13：00 大ホール12：30 市教育委員会学校教育課　℡0897－52－1640水25

第23回西条地区老人クラブ連合会　カラオケ大会 9：30 小ホール9：00

市教育委員会人権教育課　℡0897－52－1360

水18

13：30 大ホール13：00日15

大ホール

一　般　3000円
小中高　2000円

紅葉ＡＳＣ（川口）℡0897－56－7542紅葉ＡＳＣ　第５回歌謡祭 10：009：30日29

伊予西条税務署　℡0897－56－3293

第61回西条地域文化祭　美術展　※17時（22日は16時）まで展示 10：00土
日

21
22

第61回西条地域文化祭　芸能祭 12：30
11：30

12：50
12：00

土
日

21
22

木５

SS席 8000円
Ｓ席 6000円
A 席 5000円

SS席 10000円
Ｓ席　8000円
A 席　5000円

龍馬高知オフィス　℡088－833－0301

無　料地域啓発講演会　渡辺千賀子おはなしコンサート 19：00 小ホール18：30

17：30 18：00

愛媛県人権対策協議会西条支部　℡0897－53－0588

大ホール金６

完　売葉加瀬太郎　コンサートツアー2009 18：00 大ホール17：30 デューク松山　℡089－947－3535土７
無　料玉津歌謡愛好会　歌謡祭 12：00 大ホール11：30 玉津歌謡愛好会（高橋）　℡0897－56－4789日８

1,000円社交ダンスパーティー 12：00 小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348 火３

無　料市民表彰式 10：00 小ホール9：30 西条市総務課　℡0897－52－1256日１
冴木杏奈ワールドコンサートツアー2009
～あなたに愛をおくります～ 18：00 大ホール17：00 冴木杏奈タンゴ保存会　℡090－7625－2814日１

ミュージカルオペラ　龍馬

無　料差別をなくする市民の集い～西条会場～
※13～15日は展示室にポスター・標語等を展示します。

市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628

12/18 金 18時30分開演　総合文化会館大ホール
入場料　一般：3,000円　学生：1,500円

２/11 木
昼の部 13時30分開演
夜の部 18時30分開演
丹原文化会館大ホール「四国路に冬をうたう」「四国路に冬をうたう」

ゲスト　工藤慎太郎

入場料（前売券）
Ｓ席：4,500円　Ａ席：4,000円（全席指定）

総合・丹原文化会館などでチケット発売中！
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